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第３回産業福祉常任委員会会議録 

平成２８年２月２３日（火） 

    開 会   午後 ２時００分 

    閉 会   午後 ６時１０分 

 

 

○会議に付した事件 

１．町からの協議・報告事項について 

 ●町民課 

  ①平成２８年度税制改正の概要について 

  ②ゆいま～る清里補助金交付要綱について 

  ③清里町地域活性化推進事業補助金交付要綱について 

  ④平成２７年度一般会計補正予算（町民課所管分）について 

  ⑤平成２７年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について 

  ⑥平成２８年度一般会計当初予算主要施策事業（町民課所管分）について 

  ⑦平成２８年度国民健康保険事業特別会計予算について 

  ⑧平成２８年度後期高齢者医療特別会計予算について 

●建設課 

  ①平成２７年度一般会計補正予算（建設課所管分）について 

  ②債務負担行為限度額の変更について 

  ③平成２７年度簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

  ④平成２７年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

  ⑤平成２８年度一般会計当初予算主要施策事業（建設課所管分）について 

  ⑥清里町民間賃貸住宅建設促進事業補助交付要綱について 

  ⑦平成２８年度簡易水道事業特別会計予算について 

  ⑧平成２８年度農業集落排水特別会計予算について 

 ●産業課 

  ①清里町農業振興事業実施要綱の一部改正について 

  ②清里町農業振興資金実施要綱の一部改正について 

  ③担い手確保・経営強化支援事業の概要について 

  ④平成２７年度一般会計補正予算（産業課所管分）について 

  ⑤平成２８年度一般会計当初予算主要施策事業（産業課所管分）について 

  ⑥平成２７年度清里町焼酎事業特別会計補正予算（第４号）について 

  ⑦平成２８年度清里町焼酎事業特別会計予算について 

 ●保健福祉課 

  ①清里町介護保険条例の一部を改正する条例について 

  ②清里町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の 

  一部を改正する条例 

  ③清里町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着
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型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例 

  ④平成２７年度一般会計補正予算（保健福祉課所管分）について 

  ⑤平成２７年度清里町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について 

  ⑥平成２８年度一般会計当初予算主要施策事業（保健福祉課所管分）について 

  ⑦平成２８年度清里町介護保険事業特別会計予算について 

  ⑧ケアハウス建設工事基本設計について 

   

２．次回委員会の開催について 

 

３．その他 

 

 

○出席委員（７名） 

    委員長  前 中 康 男    副委員長  池 下   昇 

     委 員  村 島 健 二    委  員  加 藤 健 次 

       委 員  河 口   高    委  員  堀 川 哲 男 

委 員  伊 藤 忠 之    ※議 長  田 中   誠 

 

 

○欠席委員   なし 

     

 

○説明のため出席した者の職氏名 

 ■町民課長         河合 雄司    ■税務収納Ｇ主幹    清水 俊行 

 ■町民生活Ｇ総括主査    梅村 百合子   ■町民生活Ｇ主査    阿部 真也 

■町民生活Ｇ主査      山崎 孝英 

■建設課長         藤代 弘輝    ■建設管理Ｇ主幹    清田 憲宏 

■建設管理Ｇ主査      山本 卓司    ■上下水道Ｇ総括主査  吉田 正彦 

 ■産業課長         二瓶 正規    ■農業Ｇ主幹      永野  宏  

 ■商工観光Ｇ総括主査    樫村 亨子    ■焼酎Ｇ総括主査    北川  実 

■保健福祉課長       薗部  充    ■福祉介護Ｇ主幹    進藤 和久 

■保健Ｇ総括主査      佐々木順子    ■保育子育てＧ総括主査 杉村 真弓             

 

 

 

○職務のため出席した者の職氏名 

    事務局長  小 貫 信 宏 

    主  査  寺 岡 輝 美 
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  ●開会の宣告 

 

○前中委員長 

 第３回産業福祉常任委員会を開催いたします。 

 

 

○前中委員長 

 町からの協議報告事項について。まず初めに、町民課より提案説明よろしくお願いいたします。

はい課長。 

 

○町民課長 

 それでは最初に、町民課からの協議報告事項８件につきまして概要の御説明をいたします。 

まず１点目、平成２８年度税制改正の概要につきましては、平成２７年１２月に総務省より提

示されました地方税制改正案について説明させていただきます。あわせて国民健康保険税の課税

限度額と軽減判定取得の見直しについて説明させていただきます。 

２点目、３点目の補助金交付要綱につきましては、２月１０日の常任委員会で概要説明いたし

ましたとおり、地域活性化やＰＲに取り組んでいる団体に対しまして、平成２８年度より補助を

行うものでありまして、今回は要綱について説明させていただきます。 

平成２７年度一般会計補正予算町民課所管分につきましては、補正の主なものを記載しており

まして、電気料工事請負費に係ります執行残、医療費推計による扶助費、後期高齢者医療に係る

負担金を減額していくものでございます。 

平成２７年度国民健康保険事業特別会計補正予算、第３号につきましては、事業費が確定した

部分に対して予算の整備を行うとともに、増加傾向が続いております医療給付に対応するため保

険給付費の増額を行うものでございます。 

平成２８年度一般会計当初予算主要施策事業につきましては、町民課所管の主要事業について

説明させていただきます。 

平成２８年度国民健康保険事業特別会計及び後期高齢者医療特別会計につきましては、新年度

予算についての説明とさせていただきます。詳細につきましては各担当よりご説明させていただ

きますのでよろしくお願いいたします。 

 

○前中委員長 

 はい担当。 

 

○税務・収納Ｇ主幹 

 平成２８年度地方税制改正についてご説明いたします。議案の１ページをご覧願います。こち

らの資料につきましては、総務省から出ております平成２８年度地方税制改正案となります。掲

載中、町税関係分についてご説明いたします。 

２の地方法人課税の偏在是正につきましては、法人住民税、法人割の税率の改正で、わが町に

おいては制限税率を採用していますので、１２．１％から８．４％に軽減されるもので、平成２
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９年４月１日以後に開始する事業年度から適用になります。 

２ページをご覧ください。３の車体課税の二重丸の１段目の軽自動車税環境性能割が創設され、

当分の間は道が賦課徴収を行い、一定割合を町へ交付する制度を設けるものです。 

二重丸２段目のグリーン化特例経過の見直し延長で、軽自動車税における２７年度取得分につ

いて、グリーン化特例の適用期限を２８年度に限るから１年間延長するものです。また、２８年

度取得分につきましては、基準を見直して、２９年度に軽減を図るものです。なお５ページに詳

細が添付されていますので、ご参照願います。 

３ページに戻りまして、５の固定資産税につきましては、二重丸の１段目の地域の中小企業に

よる設備投資の支援で、中小企業等が新規に取得した生産性向上に資する一定の機械及び早期の

固定資産税の特例措置最初の３年間価格の２分の１を創設するものです。二重丸２段目の農地保

有にかかる課税の強化軽減では、①段目の農地法に基づく農業委員会による協議の勧告を受けた

遊休農地について、実質評価額が１．８倍になるものです。②段目の所有する全農地に農地中間

管理事業のための賃借権と１０年以上のものを新たに創設し、設定した農地について固定資産税

の課税標準の特例措置（最初の３年間価格の２分の１）を創設するものです。 

６の主な税負担軽減措置等について、二重丸の１段目、地方創生応援税制で一定の事業に対し

て法人が行った寄付について、法人住民税及び法人税から税額の控除を行うものです。二重丸２

段目の固定資産税等の特例措置については、④段目の新築住宅にかかわる固定資産税の軽減措置

を２年延長することと、⑤段目の以下の特例措置についてわが町特例を導入した上で延長するも

のです。 

続きまして、国保税の改正ですが課税限度額の見直し及び低所得者にかかわる軽減措置所得の

見直しです。議案の６ページをご覧ください。１点目は、保険税課税限度額の改正についてです。

改正の内容につきましては、現行限度額合計８５万円を８９万円まで引き上げるものです。内訳

につきましては、基礎課税額については５２万円から５４万円へ２万円の引き上げ、後期高齢者

支援金賦課分については、１７万円から１９万円へ２万円の引き上げ、介護納付金賦課分につい

ては１６万円の同額となります。 

２点目は、保険税負担軽減の拡充であり、２割５割軽減の対象となる現行所得基準額を引き上

げるものです。５割軽減につきまして、現行制度は２６万円に被保険者数を乗じた額に基準額３

３万円を加えた金額以下となっておりますが、改正案については被保険者数に乗ずる金額を２６

万５千円に引き上げるものです。２割軽減につきましては、現行制度は４７万円に被保険者数を

乗じた額に基準額３３万円を加えた金額以下ですが、改正案については、被保険者数に乗じる金

額を４８万円に引き上げるものです。町税条例の改正及び国保税の改正につきましては、現国会

で審議中であり、施行期日が一部平成２８年４月１日となっておりますので、確定後専決処分を

行うこととなりますので御了承願います。 

以上で説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 ただ今①の平成２８年度税制改正の概要についてのご説明がございました。各委員より質疑を

たまわりたいと思います。何かご質問ございませんか。ありませんか。なければ②ゆいま～る清

里補助金交付要綱について説明提案よろしくお願いします。課長 

 



 

- 5 - 

○町民課長 

 それでは、ゆいま～る清里補助金交付要綱につきましては、資料の７ページ・８ページをご覧

ください。要綱の趣旨は、第１条といたしまして、魅力と活力のあるまちづくりを推進するため

地域の活性化に寄与する団体の円滑な事業運営と町内外での活動を促進し、地域活性化の向上を

図るためといたします。補助対象団体につきましては第２条において、ゆいま～る清里といたし

ます。補助対象経費は第３条において団体の運営に直接要する経費といたしますが、報酬、食糧

費、備品購入費、その他町長が適当でないと認めた経費は対象外としてまいります。第５条から

第１１条は補助金の交付に係る手続きを清里町補助金等交付規則に基づいて行うことを規定する

ものでございます。第１２条は補助金に係る書類の保管について、第１３条は実施調査と指導に

ついて、第１４条は雑則について規定するものです。附則は施行期日を定めるものでございます。

以上です。 

 

○前中委員長 

 はいただ今ゆいま～る清里補助金交付要綱について説明がございました。各委員より質疑を受

けたいと思います。何かございませんか。よろしいですか。なければ③清里町地域活性化推進事

業補助金交付要綱について。提案説明よろしくお願いいたします。はい課長。 

 

○町民課長 

 ３点目の清里町地域活性化推進事業補助金交付要綱については、資料の９から１１ページをご

覧ください。要綱の趣旨は第１条として、清里町の魅力と活力あるまちづくりを推進するため地

域活性化に寄与する団体を中心とした町外での活動を促進し、清里町の魅力発信等を効果的に実

施するためといたします。補助対象団体は第２条において、町内に活動拠点を置き、特産品等を

活用した地域活性化活動を継続的に推進する団体といたします。補助対象事業は第３条において、

清里町以外で開催される広域的に、清里町の魅力発信が行えるイベントに参加する事業といたし

ます。補助対象経費は第４条において事業に要する経費といたしますが、人件費、食糧費、備品

購入費その他町長が適当でないと認めた経費を対象外とするとともに、その事業で得た収入があ

った場合には差し引くものといたします。補助金の額は第５条で規定する通り補助対象経費に対

して、１０分の１０以内といたしますが、毎年の予算の範囲で交付するものといたします。第６

条から第１２条は補助金の交付にかかる手続きを清里町補助金等交付規則に基づいて行うことを

規定するものです。第１３条は補助金に関する書類の保管について、第１４条は実施調査と指導

について、第１５条は雑則について規定するものです。 

附則は施行期日を定めるものです。以上です。 

 

○前中委員長 

 ただ今、地域活性化推進事業補助金交付要綱についての説明がございました。何か御質問があ

る方はよろしくお願いいたします。よろしいですか。池下委員。 

 

○池下副委員長 

 １つお伺いしたいんですけども、第５条のところで補助金の額が１０分の１０以内っていうふ

うに謳っているんですけど、前回の委員会の中で補助金額の全体予算が２００万円程度って聞い
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ていたんですけど、この第５条に２００万円以内っていうのは載せなくても大丈夫なんですか。 

 

○前中委員長 

 はい課長。 

 

○町民課長 

 ２００万円という予算枠をこの要綱で確定させているわけでございませんで、毎年予算計上さ

せていただいて議会の承認を得た上でつけていくことになりますんで、ここで２００万円という

額は謳っていかないということにしております。 

 

○池下副委員長 

 ということは２００万円が５００万円になる可能性もあるということですよね。 

 

○前中委員長 

 はい課長。 

 

○町民課長 

 どんな事業でも認めていけばそういうこともありますが、出来るだけそういうことはないよう

にしていきたい、補正等も考えないでいきたい。それと事業におきましても、例えば参加するイ

ベントを幾つでも好きなだけ行けるという話ではなくて、町と協議の中で団体さんと協議させて

いただいて、予算の範囲内でということで進めさせていただきたいと考えております。 

 

○池下副委員長 

 わかりました。 

 

○前中委員長 

 他にございませんか。はい河口委員。 

 

○河口委員 

 ゆいま～るの方と活性化交付補助金要綱の中の経費の対象としない中の報酬、食糧費は解るん

ですが、備品購入費もここに入ってくるんですが、私詳しくちょっと解らないで、こういう質問

はあっているかどうかわかりませんが、備品購入費の中で、町長が認めた経費は補助するってい

う部分もあっても良いのかなという気はするんですけれども、そのへんはどういうニュアンスに

なっているのかを。 

 

○町民課長 

 備品購入費の扱いについての御質問だと思うんですけども、備品購入費ということで購入いた

しますと、その団体の財産という扱いになろうかと思われます。そういう部分で財産的なものが

残っていくということになると補助金の性質に馴染まないかなというふうになりまして、それで

今回備品購入費を外させていただいたということになっております。この場で言っていいかどう
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か解りませんけれども、例えば団体が解散した時にその財産どうするかという扱いが出てきます

ので、その部分は外させていただいたということでございます。 

 

○前中委員長 

 はい、河口委員。 

 

○河口委員 

 十分理解するんですけれども、町長が適当でないと認めた経費は当然わかるんですが、逆に町

長が認めた部分のっていう項目もあって良いのかなっていうのが。 

 

○前中委員長 

 はい課長。 

 

○町民課長 

 ゆいま～るにつきましては、基本的に団体補助っていう扱いにしておりますので、認めた経費

はすべて１０割使っていただいて良いという形になろうかと思うんですけど、ただ中に団体さん

と協議、今回初回ということもございまして、協議等させていただいていない部分がありますの

で、どのような項目が入ってくるか解らない部分もあります。それもありまして、ちょっと言い

方おかしいかもしれませんが、町長が認めない場合という形で書かしていただいております。 

 

○前中委員長 

 よろしいですか。はい他に何かございませんか。はい堀川委員。 

 

○堀川委員 

 この２つの補助金で、まちおこしのために継続的に頑張っている団体ですとか町外に出ていっ

て、町をＰＲする団体ですとかに補助金を充てるっていうことで活動がしやすくなると思うんで

すけども、ゆいま～る以外に町おこしのグループが出てきて、同じようなまちおこしをすること

を想定されているのか。もしそういう団体が出てきた場合にどのような扱いになるのか。新たに

ゆいま～る以外の団体にも、このような対象になるのかをお聞きしたいんですけど。 

 

○前中委員長 

 はい課長。 

 

○町民課長 

 今回のこの要綱においては、ゆいま～るの部分だけという形になります。それで、新たな団体

が出てきて実績がありました中で、町長が認めるだとか予算的に議会の皆さんが認めていただけ

るっていうことであればなることもあろうかと思いますが、現時点ではこの要綱につきましては

ゆいま～るだけという形になっております。 
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○堀川委員 

 わかりました。 

 

○前中委員長 

 他にございませんか。なければ④平成２７年度一般会計補正予算、町民課所管分についてのご

説明よろしくお願いいたします。はい担当課。 

 

○町民生活Ｇ主査 

 それでは平成２７年度一般会計補正予算町民課所管分について説明をさせていただきます。１

２ページをご覧ください。 

２款総務費、２項総務管理費、５目自治振興費に係る街灯管理事業です。道路防犯灯ＬＥＤ化

に伴いまして維持管理費が減少したため予算を１００万円減額するものです。 

次に同じく、５目自治振興費に係る道路防犯灯ＬＥＤ化事業です。こちらは事業執行に伴い請

負残が生じましたので、予算を減額するものです。減額する金額は３１８万６千円です。 

 

○町民生活Ｇ主査 

 次に４款衛生費、１項保健衛生費、３目の各種医療対策費、身障害者生活支援事業の関係を説

明させていただきます。こちらにつきましては、重度身障害者医療費扶助の関係でございますが、

対象となる医療推計に基づきまして所要額の精査を行ったものでございます。総額で１８４万５

千円を減額するものでございます。財源内訳といたしましては、これに補助対象経費がございま

すので、北海道からこの医療給付に対する補助金としまして９１万５千円の減、それから高額医

療費等医療給付で賄える分につきましては、７０万円の減、一般財源としまして２３万円の減と

いう形で補正を考えてございます。 

下段にまいります。同じく各種医療対策費、子育て支援事業ということでございます。今回、

２７年度におきましては、乳幼児医療これを子育て支援の医療費扶助という形で１０月から拡充

してございます。この関係ですけども、現在までの医療費給付の精査によりまして減額措置を行

うものでございます。減額としまして１２０万。こちらにつきましては対象の小学生までの医療

給付関係で減額の見込みから１２２万５千円を道支出金で減額。それからその他としまして１０

万円振替、そして一般財源としまして２万５千円の減という形で考えているところでございます。 

同じく、下段に参ります。各種医療対策費、後期高齢者医療療養給付費の事業ということでご

ざいます。こちらは後期高齢者広域連合に対します医療給付の町の持ち出し分という形が平成２

６年度の事業精査が終わりましたので、現在２７年度で納めています納付負担金の精査に伴いま

す減額ということでございます。１千５４９万３千円を減額さしあげます。こちらにつきまして

はすべて一般財源という形で進めさせていただきたいと思います。説明は以上です。 

 

○前中委員長 

 はい。担当課。 

 

○町民生活Ｇ主査 

 ４款衛生費、２項清掃費、１目清掃事業にかかる清掃センター長寿命化改修事業の関係です。



 

- 9 - 

こちらは事業執行に伴い請負残が生じましたので予算を減額するものです。減額する金額は６３

２万８千円です。財源の内訳につきましては、過疎対策事業債が７７０万円増加し、総額６千９

７０万円。一般財源は１千４０２万８千円減額し、総額２千２７４万８千円になります。以上簡

単ですけれども、説明といたします。 

 

○前中委員長 

 ただいま平成２７年度一般会計補正予算町民課所管分についての提案説明でございます。各委

員より質疑を賜りたいと思います。何かございませんか。池下委員。 

 

○池下副委員長 

 ２番の道路防犯灯のＬＥＤ化事業執行に伴う減額ということで、これ３１８万６千円なんです

けど、工事請負費となっていますけど、これ予定と実績がどのぐらいあって３１８万の減額にな

ったのか。ちょっと中身を聞きたいんですけど。 

 

○前中委員長 

 はい課長。 

 

○町民課長 

 ただ今の御質問は工事の設計部分の概要と最後成果の概要がどうなっているかっていうことの

御質問だと思うんですが、そういうことでよろしかったでしょうか。 

 

○池下副委員長 

 道路防犯灯ＬＥＤ化したってことでしょ。予定が何カ所あって、その予定を全部やった上で減

額だったのか、それとも予定を全部やらないで実績予定数と実績数が一緒だったのかってことを

聞きたいんです。 

 

○町民課長 

 それにつきましては、当初予定していた額につきましては入札段階で発注しまして出しており

ます。これ入札残でございます。 

 

○前中委員長 

 よろしいですか。他にございませんか。よろしいですか。それでは⑤平成２７年度国民健康保

険事業特別会計補正予算第３号についての提案説明よろしくお願いいたします。はい担当課。 

 

○町民生活Ｇ主査 

 それでは１３ページの方ご覧いただきたいと思います。国民健康保険事業特別会計補正予算第

３号について説明申し上げます。 

今回の補正は、歳入において負担金交付などの収入確定に伴う補正。歳出においては総務費に

係る事務経費の納付金の支出確定に伴う補正及び保険給付費については、年度末までの所要額を

見込んだ補正となっております。各補正にかかわる款の説明を行います。１３ページの表の方ご
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覧いただきたいと思います。 

歳入としまして３款の国庫支出金というところでございます。こちらにつきまして国の方から

いわゆる負担を受けることができる負担金関係が確定してございますので、補正を行いたいと思

います。高額医療共同事業負担金としまして確定額に基づきまして、１５万３千円の減額を行い

ます。特定健康診査等の負担金としまして、２２万８千円の減額を行います。合わせまして３款

で３８万１千円の減、それから６款の道支出金、同じく高額医療共同事業の負担金の事業、それ

から特定健康診査の負担金ということで、国と道からあわせて入ってくる分は同額となってござ

います。５款の前期高齢者交付金ですけれども確定額に伴いまして、３１万４千円増ということ

でさせてもらいたいと思います。１１款の諸収入でございますが、各種雑入等の現在の収入状況

によりまして２５万３千円の減額を行うものでございます。歳入合計の補正額が７０万１千円の

減という形で考えてございます。 

下段の歳出に参ります。こちらの方で１款総務費、一般管理費、いろんな負担金ですとか拠出

金関係等がございますが、こちらが歳出確定ございますので２９万４千円の減額、それから賦課

徴税費としまして、こちらの方で７千円の減という形で３０万１千円の減額を考えているところ

でございます。２款の保険給付費でありますけれども一般被保険者療養給付費、通常の医療費給

付でございますが、こちらの方が現在高止まりになっている経過から、あと２カ月ほどの給付支

出を予定してございます。後半精査ということで４５０万の増額を考えているところでございま

す。またそれに伴いまして、一般被保険者の高額療養費、療養給付増に伴いまして連動して高額

医療関係も増高にあります。こちらの部分で後段の給付関係を見込みまして１００万円の増を考

えてございます。あわせて５５０万の増、それから６款の介護納付金でございますけども、歳出

額が確定しているところから４３９万８千円の減額を行うものでございます。それからですねそ

れからこれちょっとこちらの訂正をしていきたいと思いますけども、７款に入っております特定

健康診査の方の事業費ですけれども共同事業拠出金につきましては、今回補正はございません。

こちらの方がゼロという形になりまして、補正後の予算額も変わらず２億２千５３３万１千円と

いうことで、同額ということで訂正を申し上げます。こちらにつきましての補正の関係改めて御

説明差し上げますが、８款保健事業費５０８万６千円につきまして、内容ということで１段下段

にずれます。大変申し訳ございません。特定健康診査等事業費ということで１９５万円の減額と、

それから疾病予防費で４４万８千円の増という補正額。こちらが８款の部分で補正を差し上げま

す。１５０万２千円の減という形で補正後の予算額３５８万４千円という形で、この部分５０８

万６千円が置き換わる形で修正を差し上げます。大変申し訳ございません。訂正をよろしくお願

いいたします。それ以降につきましては補正もございませんので、補正額の総計としまして７０

万１千円ということで、歳出の補正をかけていきたいというふうに考えてございます。訂正をし

てお詫び申し上げます。補正の総額につきまして、説明は以上です。 

 

○前中委員長 

 ただ今提案説明ございました。清里町国民健康保険事業特別会計補正予算案ですけど何か質問

ございませんか。よろしいですか。課長。 

 

○町民課長 

 ただいま国民健康保険事業特別会計の補正についてご説明したところなんですが、今後医療費
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が確定後に専決により予算の調整を実施してまいりますので、ご理解を賜りたいと思っておりま

す。また現状では額は未定なんですけれども、国からの財政調整交付金がただいまの仮算定の段

階で予算額を大幅に下回る見込みとなっております。こちらの部分につきましても専決の時点で

合わせて調整を行ってまいりますのでよろしくお願いいたします。また今回補正あげておりませ

んが、後期高齢者医療特別会計につきましても同様に事業費が確定後に専決予算の調整を行って

まいることになりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○前中委員長 

 はいよろしいですか。それでは⑥平成２８年度一般会計当初予算主要施策事業町民課所管分に

ついての説明をよろしくお願いいたします。はい担当課。 

 

○町民生活Ｇ主査 

 それでは平成２８年度一般会計当初予算主要施策事業町民課所管分について説明いたします。

１４ページをお開きください。２款総務費、２項総務管理費、５目自治振興費道路防犯灯ＬＥＤ

化事業であります。平成２６年度は水元・新町地区、平成２７年度は羽衣地区と新町・水元地区

の特殊灯整備及び郊外の整備を行いまして、平成２８年度は札弦、緑地区の整備を行います。整

備数は１６６基で２千２３３万７千円の計上となっております。財源内訳といたしましては、公

共施設整備基金繰入金といたしまして２千２００万円。残り３３万７千円は一般財源です。 

次に同じく自治振興費の地域活動推進事業交付金事業ですが、継続事業といたしまして、予算

計上させていただいております。この交付金は、自治会や団体などが行う活動などに交付金の支

援を行うものです。運営交付金として、自治会、自治会連合会関連に５１９万円、各団体に対す

る支援として事業交付金として８３１万円。合計１千３５０万円の計上であります。財源は全額

一般財源です。 

次に２款総務費、１０項総合戦略費、１目総合戦略費清里応援事業ですが、先ほど要綱の説明

がありましたが、本年度から新規の事業といたしまして予算計上させていただいております。ゆ

いま～る補助金といたしまして４０万円。清里町地域活性化推進事業補助といたしまして２００

万円を計上するものです。財源は全額一般財源です。 

 

○前中委員長 

 はい担当課。 

 

○町民生活Ｇ総括主査 

 続きまして、総務費、１０項総合戦略費、１目総合戦略事業費です。１４ページ下段の出産子

育て支援事業につきましてですが、昨年までは衛生費の各種医療対策事業費の中に入っておりま

した子育て支援医療費扶助を、総合戦略として目を加えたものでございます。北海道要件からの

拡充につきましては、昨年から満１８歳の年度末まで、また所得制限を外しております。財源内

訳といたしましては道支出金から３７８万７千円。また子ども子育て基金繰入金として１１０万

円。その他として高額療養費負担金から１０万円残りにつきましては一般財源から１千２１２万

８千円を財源内訳としております。 

続きまして１５ページ。衛生費、保健衛生費、各種医療対策費事業としましては、各種医療対
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策事業でございます。内容といたしましては、重度心身障害者ひとり親等の医療費保険に係る医

療費を軽減するものでございます。北海道要件の拡充も行っておりまして、北海道は自己負担分

があるんですが、非課税の初診時の負担金も補助しております。内訳としましては、重度心身障

害者医療扶助が６８３万６千円。ひとり親等家庭医療扶助が１０１万４千円。また療育医療費、

１歳未満の未熟児の医療費については、４０万１千円となっております。財源内訳としましては

国庫支出金１３万円をはじめまして道支出金その他の繰入金それから一般財源の３７４万７千円

を財源内訳としております。以上です。 

 

○町民生活Ｇ主査 

 次に４款衛生費、１項保健衛生費、４目環境衛生費、葬祭場修繕事業であります。 

平成２６年度から実施しています継続事業で平成２８年度は２号火葬炉の修繕として耐火物の

積み替えを行うものです。事業費は５０４万４千円。財源は全額一般財源です。 

次に４款衛生費、２項清掃費、１目清掃事業費ごみ処理業務委託事業であります。業務内容は

可燃不燃粗大などの収集業務と焼却、破砕、分別、埋立などの処理業務となっています。委託料

として人件費分３千９５５万４千円。物件費３３２万２千円。管理費７０８万３千円の計上とな

っております。財源は全額一般財源です。 

最後に、同じく清掃センター長寿命化改修事業であります。平成２８年度は５カ年計画の改修

計画の４年目となります。焼却施設改修工事に７千６３万６千円。休憩室等改修工事に１千８７

１万円。合計８千９３４万６千円の計上となっております。財源の内訳といたしましては、過疎

対策事業債といたしまして、４千９９０万円。公共施設整備基金繰入金といたしまして３千９０

万円。残り４４万６千円は一般財源です。 

平成２８年度改修予定の主な部分は１６ページの図面をご覧ください。まず、焼却施設の改修

工事ですが、通風設備受け入れ供給設備、給排水設備灰出し設備など損耗劣化している部分の改

修と電気計装設備の更新を行います。次のページをご覧ください。休憩室等の改修工事について

ですが、職員の職場環境改善のために図面のとおりの改修を行います。主な改修点は、１階トイ

レの位置を事務室から玄関に移動、手洗い用のシャンプードレッサーを設置します。２階は給湯

設備の移動及び改修を行います。１階２階ともに、冷暖房設備の更新床、壁、天井の改修を行い

ます。以上で説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 ただ今一般会計当初予算主要施策の事業の説明がございました。各委員より質疑を受けたいと

思います。何かございませんか。なければ⑦平成２８年度国民健康保険事業特別会計予算案につ

いて説明願います。 

 

○町民生活Ｇ総括主査 

 それでは、平成２８年度国民健康保険事業特別会計予算の概要について説明いたします。１８

ページをご覧ください。 

歳入につきましては国保税等の推計及び関係機関からの負担金、また交付金等に基づいて予算

計上を行っております。 

歳出は、近年の医療費の給付状況拠出金試算等により行っております。歳入歳出合計８億５千
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６４万１千円であり、前年度対比５０万６千円の減となっております。それでは主なものについ

て説明させていただきます。 

歳入の１款国民健康保険税につきましては、近年の推計及び賦課状況、また平成２８年度税制

改正による国保税の限度額改定、低所得者軽減拡充に伴う減収分の基盤安定繰入等を試算し３０

０万円の増。３款国庫支出金、４款療養給付費交付金、６款道支出金につきましては平成２７年

度の推計により、それぞれ３２万４千円、５５４万円、２００万１千円の減。５款の前期高齢者

交付金につきましては、概算数値によりまして５７０万円の増。７款の共同事業費交付金につき

ましては、４３０万円の減。これにつきましては、歳出の７款共同事業交付金と連動しておりま

す。９款の繰入金につきましては、一般会計繰入金として２９０万６千円の増以上、前年度より

５０万６千円減の歳入合計８億５千６４万１千円となります。 

続きまして歳出です。２款の保険給付費につきましては、近年の医療費推計により、１千５６

８万４千円の増。３款の後期高齢者支援金等につきましては、給付費基準率の減に伴う精算によ

りまして３００万円の減。６款介護給付費につきましては、伸び率と対象人員の減による概算算

定として５１０万円の減。７款の共同事業拠出金につきましては共同事業対象分の減によりまし

て８３０万円の減でありまして、歳入の７款と連動しております。その他合計しまして、前年度

と比較し歳入と同額の５０万６千円の減、合計８億５千６４万１千円を計上するものでございま

す。 

なお主要施策につきましては、１９ページをご覧いただきたいと思います。 

以上で平成２８年度国民健康保険特別会計予算の概要について説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 各委員より質疑を受けたいと思います。何かございませんか。はい池下委員。 

 

○池下副委員長 

 歳出の方で後期高齢者支援金等の方が３００万ぐらい減額になっているんですけど、具体的に

は前年度と同じ位に見てもいいんじゃないかなというふうに思うんですけど、どうなんでしょう

ね。 

 

○前中委員長 

 はい担当。 

 

○町民生活Ｇ総括主査 

 給付費の基準率が減となっておりますので、その分をみての減額となっておりますので単純に

昨年と同じというふうにはしておりません。 

 

○前中委員長 

 よろしいですか。他にございませんか。ありませんか。なければ⑧平成２８年度後期高齢者医

療特別会計予算についての提案説明よろしくお願いいたします。 
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○町民生活Ｇ総括主査 

 それでは平成２８年度後期高齢者医療費特別会計予算について説明いたします。２０ページを

お開きください。後期高齢者医療特別会計におきましては、北海道後期高齢者医療広域連合によ

り示されました清里町に係る推計の所要経費及びその執行事務に必要な経費について予算計上を

行っております。歳入歳出の総計ともに６千５３７万９千円でありまして、前年度と対比し、１

０６万９千円の増となっております。 

歳入につきましては１款後期高齢者医療費保険料につきましては、広域連合からの推計により

まして１５万１千円の減、２款の繰入金につきましても広域連合の推計によりまして１２２万円

の増、合計して前年度より１０６万９千円増の６千５３７万９千円となります。 

歳出につきまして２款後期高齢者医療広域連合納付金につきましても、広域連合の推計により

ますので１０７万７千円の増、総務費の減も含めまして、前年度より１０６万９千円増の６千５

３７万９千円を計上いたします。 

なお主要施策につきましては２１ページをご覧いただきたいと思います。以上で、後期高齢者

医療特別会計の予算の説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 ただいま平成２８年度後期高齢者医療特別会計予算案の提案説明ございました。各委員より質

疑を賜りたいと思います。何かございませんか。よろしいですか。それでは、ご苦労様でした。 

 

○前中委員長 

 従来であれば保健福祉課なんですけども、保健福祉課は最後に提案説明っていう形に変わりま

した。建設課から８点ほど提案説明がございますんで、よろしくお願いいたします。課長。 

 

○建設課長 

 それでは本日の建設課の議題としています８件につきまして、概略を説明させていただきます。 

まず１件目につきましては、平成２７年度一般会計建設課所管分におけます年度末を迎えまし

て事業実施による補正となっております。２番につきましては、１番の補正に伴いまして、指定

管理業務の委託料の全体額の変更となっております。３番４番につきましては、１番同様に特別

会計未会計における年度末を迎えた事業実施による構成としております。５点目平成２８年度新

年度の一般会計建設課所管分の事業内容となっております。６番、さきの委員会で説明いたして

おりました民間賃貸住宅建設への補助の要綱となっております。７号、８号につきましては特別

会計におけます平成２８年度新年度の事業内容となっておりますので、担当からそれぞれ説明さ

せていただきたいと思います。 

 

○前中委員長 

それでは①平成２７年度一般会計補正予算建設課所管分についての提案説明を担当。 

 

○建設管理Ｇ主幹 

 平成２７年度一般会計補正予算概要につきまして、議案の１ページより御説明申し上げます。

今回の補正は、平成２７年度各事業の実績における補正と先の委員会で御報告いたしました指定
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管理者に貸与している建設機械の修繕軽費の追加補正でございます。 

それでは１ページから説明いたします。４款衛生費、保健衛生費、環境衛生費の農業集落排水

事業特別会計繰出金事業につきましては、下水処理場札弦クリーンセンターの災害共済金の収入

による一般会計の繰出金１３７万４千円の減額でございます。財源内訳は全額一般財源です。７

款土木費、道路橋梁費、道路橋梁費の道路等整備事業につきましては、事業の実績により委託料

で測量業務２５７万５千円の減と指定管理業務１１１万２千円の増、合計１４６万３千円の減額。

工事請負費で４１９万３千円の減額で総計５６５万６千円の減額。財源内訳はその他の図面等交

付手数料で９千円の減、一般財源で５６４万７千円の減額として計上しております。２目道路新

設改良費の道路新設改良事業につきましては、事業実績により測量業務委託料１千１８８万１千

円の減。工事請負費で３千３７８万５千円の減で総計４千５６６万６千円の減額。財源内訳は国

庫支出金２千９６８万６千円の減。町債１千７２０万円の減、一般財源１２２万円の増額として

計上しております。３項住宅費、住宅管理費の住宅用太陽光発電システム導入費補助事業につき

ましては、導入費補助実績により補助金及び交付金で３９０万円の減額。財源内訳は全額一般財

源です。２目住宅建設費の公営住宅建設事業につきましては、建設工事の実績により委託料、１

２万円の減。工事請負費１７５万８千円の減で、総計１８７万８千円の減額財源内訳は国庫支出

金２８０万２千円の増、一般財源４６８万円の減額として計上しております。公営住宅改修事業

につきましては改修工事の実績により工事請負費４８万２千円の減額、財源内訳は国庫支出金６

６万４千円の増、一般財源１１４万６千円の減額として計上しております。以上で説明を終わり

ます。 

 

○前中委員長 

 ただいま一般会計補正予算の説明がございました。各委員より質疑を賜りたいと思います。何

かございませんか。ありませんか。それでは②債務負担行為限度額の変更について提案説明をよ

ろしくお願いいたします。はい、担当。 

 

○建設管理Ｇ主幹 

 債務負担行為限度額の変更について、議案の２ページによりご説明いたします。今回御提案す

る債務負担行為限度額の変更につきましては、先ほど補正予算でも話しましたとおり建設機械の

特別修繕にかかる増額補正による限度額の変更でございます。現在の債務負担限度額５億２千９

６１万７千円を特別修繕として１１１万２千円増額し、補正後の債務負担限度額を５億３千７２

万９千円に変更するものでございます。以上です。 

 

○前中委員長 

 ただいま債務負担行為限度額の変更についての説明ございました。各委員より質疑を受けたい

と思います。何かございませんか。池下委員。 

 

○池下副委員長 

 当初確か予算が５億ぐらいだった気がしていたんですけども、年々金額的に大きくなっている

なという気はするんですけども。当初は５年になる前、３年だった頃は３年計画でたしか３億弱

ぐらいだったかなというふうに覚えておりますけども。やはり年間で計算すると１億円以上にな
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るというのは、いろんな推測が考えられますけども、事業費としてやはり上乗せしていかなかっ

たら、なり得ないというふうに考えて良いですか。 

 

○前中委員長 

 担当課長。 

 

○建設課長 

 今回の債務負担限度額につきましては、当初５年計画で５年分の計画額の限度額として債務負

担額として、ここ近年３カ年ほど除雪にかかわる補正がありました。その分の補正額の方が増え

ています。それらのこのような金額になっておりまして、さらに今回は機械の修繕が発生したと

いうことで、これから２８年度が最終年となりますけど、２８年度までの間で機械修繕また除雪

による補正等が発生した場合には、それと同額が債務負担としてプラスされるとご理解いただき

たいと思います。 

 

○前中委員長 

 なければ他にございませんか。無いようなので③平成２７年度簡易水道事業会計補正予算第２

号について。 

 

○上下水道・公住Ｇ主査 

 平成２７年度簡易水道事業特別会計補正第２号に関する予算概要について、議案の３ページよ

りご説明申し上げます。 

今回の補正は実行予算に基づき、委託料と公課費、工事請負費の不用額を減額するとともに積

立金を調整するもので、歳入歳出それぞれ１００万円を減額し、予算の総額を、６千３５万７千

円とするものであります。 

それでは歳入より御説明いたします。使用料及び手数料につきましては水道使用料の減により

１００万円の減額となります。続きまして歳出です。総務費につきましては一般管理費の委託料

１３万５千円と消費税額確定による１５万円の不用額をそれぞれ減額し、総額で２８万５千円の

減額となります。施設費につきましては工事請負費の不用額２７万２千円の減額となります。基

金積立金につきましては４４万３千円の減額となります。これにより歳入歳出それぞれ１００万

円を減額し、予算の総額を、６千３５万７千円とするものであります。以上で説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 只今、平成２７年度簡易水道事業特別会計補正予算第２号についての提案説明がございました。

各委員より質問を受けたいと思います。何かございませんか。よろしいですか。それでは④平成

２７年度と農業集落排水事業特別会計補正予算第２号についての提案説明。はい担当。 

 

○上下水道・公住Ｇ主査 

 平成２７年度農業集落排水事業特別会計補正第２号に関する予算概要について、議案の４ペー

ジより御説明申し上げます。今回の補正は実行予算に基づき公課費及び委託料の不用額を減額す

るもので歳入歳出それぞれ３０万円を減額し、予算の総額を９千９２３万６千円とするものであ
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ります。 

それでは歳入よりご説明いたします。分担金及び負担金で１０万円の減額、使用料及び手数料

で２０万７千円の減額。繰入金は一般会計繰入金で１３７万４千円の減額。諸収入は公有物件災

害共済金により１３８万１千円の増額となります。 

続きまして歳出です。総務費につきましては一般管理費で消費税額の確定により９万９千円、

施設管理費の施設管理委託料の不用額１２万６千円をそれぞれ減額し、総額で２２万５千円の減

額となります。事業費につきましては、下水道台帳作成委託料７万５千円の減額となります。こ

れにより歳入歳出それぞれ３０万円を減額し、予算の総額を９千９２３万６千円とするものであ

ります。以上で説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 今説明がございました。各委員より質問を受けたいと思います。何かございませんか。よろし

いですか。それでは⑤平成２８年度一般会計当初予算主要施策事業建設課所管分についての説明

よろしくお願いします。 

 

○建設管理Ｇ主幹 

 議案の５ページから平成２８年度一般会計当初予算の主要施策事業建設課所管分についてご説

明いたします。７款土木費、道路橋梁費道路橋梁費の道路等整備事業につきまして、内容は道路

橋梁維持補修事業として４千６９０万２千円。調査設計業務委託で１千１１８万４千円、内訳は

補備測量２線、１５号道路、１３号道路等の調査設計業務でございます。道路改修工事は３千５

７１万８千円。内容の主なものは東横道路を改良、ウエンベツ川修繕です。区画線引き３線道路

補修でございます。道路橋梁管理事業として９千７２０万９千円、道路橋梁及び河川の指定管理

業務委託で９千３８６万２千円。その他事務事業経費で３３４万７千円の総計１億４千４１１万

１千円。財源内訳は道路占用料と図面等交付手数料で１７２万８千円。一般財源１億４千２３８

万３千円を計上しております。代表的な事業位置図につきましては、議案の７ページに添付して

おります。 

２目道路新設改良費の道路新設改良事業につきまして、内容は道路新設改良事務事業として１

９８万８千円。道路改修事業として４千８１１万円。道路橋梁保全対策事業として、１億４千６

８２万円。内訳は路面性状調査で６８２万円、橋梁修繕調査設計で３千４５０万円、橋梁点検調

査で１千８００万円。工事請負費で８千７５０万円の総計１億９千６９１万８千円。財源内訳は、

社会資本整備総合交付金１億２千４２３万３千円。事業債５千８６０万円。一般財源１千４０８

万５千円を計上しております。事業位置図につきましては議案の８ページ、９ページに添付して

おります。 

続きまして２項都市計画費公園費の公園灯整備管理事業につきまして内容は緑ヶ丘公園管理事

業費４０１万３千円、ふれあい広場管理事業１０４万８千円。その他公園、駅前広場、水元ポケ

ットパーク、羽衣南児童公園の管理事業８７万円の総計５９３万１千円。財源は全額一般財源で

ございます。 

 

○上下水道・公住Ｇ主査 

 引き続きまして、議案の６ページよりご説明いたします。７款土木費、住宅費、住宅管理費住
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宅関係計画策定事業です。これにつきましては公営住宅等長寿命化計画の５年目の見直し作業を

行うもので策定業務委託料としまして２０１万円を計上するものです。財源の内訳につきまして

は、国庫支出金８５万円一般財源で１１６万円を計上しております。 

次に２目住宅建設費、公営住宅建設事業です。これにつきましては公営住宅等長寿命化計画に

基づき、地域優良賃貸住宅の建設と町営住宅の解体をするものです。住宅の建設についてはひま

わり団地に１棟１戸を新たに建設するもので建設費用として２千７８８万７千円、住宅の解体に

つきましては、水元第２団地１棟４戸３５７万円。札南団地１棟４戸３５４万円合計で３千４９

９万７千円を計上するものです。財源内訳につきましては国庫支出金１千２０９万１千円、一般

財源で２千２９０万６千円を計上しております。図面等につきましては、１１ページ、１２ペー

ジの方に位置図と配置図、平面図の方を記載してございます。 

次に公営住宅改修事業です。これにつきましては、公営住宅等長寿命化計画に基づき、公営住

宅の改修を行うものです。本年度は、平成５年に建設されたさくらんぼ団地２棟８戸の外部改修

費用として１千３３８万円を計上するものです。財源内訳につきましては、国庫支出金より５７

２万９千円。一般財源で７６５万１千円を計上しております。これにつきましては図面で１０ペ

ージに位置図の方を掲載してございます。 

続きまして、２款総務費、総合戦略費、総合戦略事業費、民間賃貸住宅建設促進事業です。こ

れにつきましては民間による賃貸住宅の建設を促進するため補助金を交付するものです。１戸あ

たり２００万円で１０戸分の２千万円を計上しております。財源内訳につきましては一般財源で

２千万円を計上しております。 

続きまして住環境推進事業です。これにつきましては、清里町の住生活に関する目標や施策等

を定める清里町住生活基本計画の策定を行うもので、策定業務委託料として４２６万円を計上す

るものです。財源内訳につきましては、国庫支出金により１８０万円、一般財源で２４６万円を

計上します。以上で説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 はい、ただ今平成２８年度一般会計当初予算主要施策事業についての説明がございました。各

委員より質疑を賜りたいと思います。何かございませんか。無いようなので、それでは⑥清里町

民間賃貸住宅建設促進事業補助金交付要綱について説明願います。 

 

○建設管理Ｇ主査 

 清里町民間賃貸住宅建設促進事業補助金交付要綱について。議案１３ページよりご説明いたし

ます。こちらの方は、これまで２回の常任委員会で概要を提案してまいりました。民間賃貸住宅

建設促進事業の補助金交付要綱になります。要点のみご説明いたします。 

まず第１条、目的です。この要綱は町内に賃貸住宅を建設する方に補助をすることで、良質な

賃貸住宅の建設を促進し町民の住環境の向上と移住定住人口の確保及び地域経済の活性化を促進

することを目的としております。 

第２条定義といたしまして、賃貸住宅の要件になります。賃借人が賃貸人と契約に基づいて入

居する住宅であり、以下の要件に該当することとしております。まず１点目建築基準法他法令に

適合しているもの。２点目新築の戸建てまたは共同住宅であること。３点目各戸それぞれに玄関、

便所、浴室、台所、給湯設備があること。４点目駐車場が１台分以上あること。５点目組み立て
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式仮設住宅ではないこととしております。 

続きまして第３条第１項補助対象者となる賃貸住宅を建設する個人又は法人の要件です。１点

目、町内に戸建ての２戸以上または２戸以上の共同住宅を建設するもの。２点目国税、地方税他

税金などの滞納がないもの。３点目、年度内に賃貸住宅が竣工できるもの。４点目、暴力団構成

員ではないものとしてございます。 

続きまして、第３条第２項対象となる賃貸住宅の要件となります。１点目、１０年間は賃貸住

宅に供すること。２点目、個人が建設する場合は、本人が入居するものでないこと。３点目、法

人が建設する場合は役員を入居させるものでないこと。４点目、公共事業などの補償で新築する

ものでないこととしてございます。 

続きまして第４条補助金額になります。第１号では、町内の施工業者による新築にする場合は、

延べ床面積１平方メートルあたり２万５千円、１戸あたり２００万円を限度としてございます。

第２号では町内の施工業者にするにより新築する場合でございまして、全戸町内の施工業者の場

合の２分の１の金額とすることとしてございます。第５条以降は、申請の手順を定めてございま

す。大まかな手順といたしましては第５条、事前協議をいただきながら第６条交付申請をいただ

きまして、第９条実績報告をいただいた後、補助金を請求していただくこととしてございます。 

最後１６ページ要綱の最後となりますが、附則といたしまして、この要綱は平成２８年４月１

日より施行し、平成３１年３月３１日までの３年間としてございます。民間賃貸住宅建設促進事

業補助金要綱について説明は以上です。 

 

○前中委員長 

 はい。ただ今民間賃貸住宅建設促進事業補助金交付要綱についての説明がございました。各委

員より質疑を賜りたいと思います。何かございませんか。よろしいですか。池下委員。 

 

○池下副委員長 

 これ最大２００万円ということで今回１０戸分で２千万の補助金ということで、上がっている

んですけど、実質うちの町は公営住宅がすごく充実していて、民間企業がこういった賃貸住宅と

いうのはなかなか建てていないっていうのが事情なんだけど、なぜ今回１０戸分の２千万になっ

たのか。例えば今までここ数年の間に何件か建ってきているという状況であるならば、１０戸分

でも理解できるんですけど、今年度からやる事業に関していっぺんに１０戸分っていうのは、ど

うも数が多過ぎるんじゃないかなというふうに思うんですけど、どういう考えで１０戸分になっ

たのかちょっとお聞かせいただきたいというふうに思います。 

 

○前中委員長 

 はい課長。 

 

○建設課長 

 ご存じのとおり、当町におきましては公営住宅の整備がとても進んでいます。その中で民間住

宅がなかなかできない状況が長年続いていまして、その中でやっぱり公営住宅の入居となります

と、その分制約が出ますのでなかなか入りたいけど入れない方がいらっしゃるというお話も多く

聞きまして、そんな関係から今回の民間住宅促進に向けての何かしらの活動というのが出てきた。
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そこで１０戸ということになります。この要綱の中での補助対象とする住宅っていうのは一戸建

てから集合的な４戸、６戸の部分。補助対象となった時にその辺組み合わせていってどの程度か

っていうのはなかなか難しいところがありまして、正確なリサーチっていうのはなかなかできな

い部分ありますけど、一戸建てもしくは一般的に言いますと、４戸建ての賃貸の住宅あるいは６

戸、例えば１ＬＤＫですと６戸建てを組み合わせていったときに１０戸あたりが妥当ではないか

ということで、今回１０戸の方を当初予算として計上させていただきました。 

 

○前中委員長 

 よろしいですか。何かございませんか。はい加藤委員。 

 

○加藤委員 

 １点だけ確認なんですけども、１３ページの第２条のところに建築基準法があるんですが、昭

和２５年の法律の基準という形にスタート基準法の最初のスタートがこうで、例えば耐震性やそ

ういう環境っていうのは、改正でなされて基本的には問題ないということでいいんですか。 

 

○前中委員長 

 はい担当。 

 

○建設管理Ｇ主査 

 法の最初は２５年ということで、今現在は改正をすでに行われているということでございます。 

 

○前中委員長 

 ちょっと１点だけ確認したい部分ありますけども、１棟１０戸というくくりの中なんですけど

も、仮に事業所さんが２件３件だとか出てきた場合には、どのような取り扱いになってくるんで

しょう、仮定の話ですけども。はい課長。 

 

○建設課長 

 超えた場合、設計施工となりますが、かなりの期間を要するため、当初受付した段階で補正の

方の提案をさせていただきたいと考えております。 

 

○前中委員長 

 わかりました。他になければ⑦平成２８年度簡易水道事業特別会計予算についての提案説明よ

ろしくお願いいたします。担当。 

 

○上下水道・公住Ｇ総括主査 

 平成２８年度簡易水道事業特別会計の予算概要につきまして、議案の１７ページよりご説明い

たします。 

歳入よりご説明いたします。使用料及び手数料は、平成２７年度の実績見込みから４千８５８

万９千円、前年度対比で１０１万３千円の減として計上しております。財産収入は１万３千円、

前年度対比で３千円の増として計上しております。繰入金は一般会計繰入金１千２７８万、前年
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度対比で４６３万円の増として計上しております。繰越金は１５０万円で前年度同額として計上

しております。諸収入は預金利子として１千円、前年度同額として計上しております。 

次に歳出につきましてご説明いたします。総務費につきましては、職員１名分の人件費と施設

管理に必要な物件費として修繕料をはじめ通信運搬費水道メーター器検針、水質検査施設点検委

託料公課費など前年度対比１千２９４万１千円の増となる４千４８万円を計上しております。今

年度につきましては、簡易水道事業統合に伴う認可変更実施設計業務委託料として１千２４０万

円を含めて計上しております。施設費につきましては水道メーター器の更新工事として工事請負

費に６７５万円前年度対比で３０万円の増として計上しております。公債費につきましては起債

元利償還金として前年度対比７４６万４千円の減となる１千５６４万円を計上しております。基

金積立金につきましては１万３千円、前年度対比２１５万７千円の減として計上しております。

これにより、予算の総額を歳入歳出それぞれ６千２８８万３千円、前年度対比で３６２万円の増

として計上しております。以上で説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 ただいま平成２８年度簡易水道事業特別会計予算についての提案説明がございました。各委員

より質疑を賜りたいと思います。何かございませんか。よろしいですか。引き続いて⑧、平成２

８年度農業集落排水事業特別会計予算について提案説明よろしくお願いいたします。はい担当。 

 

○上下水道・公住Ｇ総括主査 

 平成２８年度農業集落排水事業特別会計の予算概要につきまして、議案の１８ページよりご説

明いたします。 

歳入よりご説明いたします。分担金及び負担金は新たな公共升設置に係る個人分担金として前

年同額の１０万円を計上しております。使用料及び手数料は平成２７年度の実績を見込み３千７

６８万６千円、前年度対比３９万３千円の減として計上しております。繰入金は一般会計からの

繰入金として５千６８０万１千円、前年度対比４２万５千円の減として計上しております。繰越

金につきましては、前年度同額の１５０万円諸収入につきましても前年度同額の１千円を計上し

ております。 

次に歳出につきましてご説明いたします。総務費につきましては、職員１名分の人件費と施設

管理に必要な物件費として光熱水費をはじめ修繕料、施設管理業務委託料などにより前年度対比

で２６万５千円の減となる３千４４０万９千円を計上しております。事業費につきましては処理

場の機器修繕工事、下水道台帳作成業務委託などにより、前年度対比で１２万８千円の減となる

４８７万８千円を計上しています。公債費につきましては記載元利償還金として前年度対比で４

２万５千円の減となる５千６８０万１千円を計上しております。これにより予算の総額を歳入歳

出それぞれ９千６０８万８千円、前年度対比８１万８千円の減として計上しております。以上で

説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 平成２８年度農業集落排水事業特別会計予算についての提案説明がございました。各委員より

質疑を賜りたいと思います。何かございませんか。無いようなので全体を通して何か建設課所管

の分で、質疑あれば賜りたいと思います。 
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○池下副委員長 

 ちょっと聞き逃してしまったんですけども１２ページのこの図面を見ながら、考えていたんで

すけども、賃貸住宅建設が２８年度２千７８８万７千円かけて３ＬＤＫで図面出ているんですけ

ども、今まで２５年度と２７年に４４戸建っているんですけども、実績として、今全部埋まって

いる状況なんですか。 

 

○前中委員長 

 はい、担当課長。 

 

○建設課長 

 すべて住まわれております。 

 

○池下副委員長 

 そうですか。それと今年度は１戸ということで、図面に出ているんですけども、来年度は３戸、

３０年度は２戸というふうになっているんですけども、２９年度の今年建つ分のは３ＬＤＫとい

う予定になっていて、その他の２９年度２ＬＤＫというふうになっているんですけども、公営住

宅が入っていて私の裏にも公営住宅いっぱいありますけども、狭いからと言って移っていく方が

結構いるんですよ。それでこの３ＬＤＫの図面を見ながら、やはりこれぐらいないと子どもがい

るとあずましくないんだろうなと思いまして。この２９年度以降の例えば２ＬＤＫを３ＬＤＫに

するとか、そういった計画等の変更とかはどうなんでしょうか。 

 

○前中委員長 

 課長。 

 

○建設課長 

 ひまわり団地につきましては、１戸だけ１０戸の中身といたしましては特別公共賃貸住宅５戸、

あと公営住宅５戸ということでスタート。特別公共賃貸住宅を３ＬＤＫ、公営住宅を２ＬＤＫと

して建設していまして、現在のところその特公賃が３戸に公営住宅が１戸現在あそこに建ってい

ます。 

その年々の全体的な需用を見ながら進めていまして、現在特公賃の方進めています。その中で

当然、特公賃と公住の方では入居者というのは所得から変わってまいりますので、その辺のこと

を考えまして公住ですので様々な家族構成の方、逆に中には３ＬＤＫが広いっていう方もいらっ

しゃいますので、その辺考えて公住の方と分けています。その建設につきましてはその年々の状

況を見ながら判断してまいりたいというふうに考えております。 

 

○前中委員長 

 はい池下委員。 

 

○池下副委員長 

 この図面で見ますと１０戸のうち完成すると３ＬＤＫと２ＬＤＫが５戸ずつにはなるのかなと
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いうふうに見ていたんですけども、広い分には広い空間で使えるっていうのがあるんですけども、

狭いところに入ってしまって狭いというふうに感じちゃうと、なかなか次を探すっていうことも

ならないんで、もしこれが可能であるならば３ＬＤＫを若干増やした形につくっていった方が良

いのかなというふうに私は思ったんですけども。他の委員さんどういう考えか解らないですけど

も、そこらへん住民の意見を聞きながらやっていってもらえるならばと思いまして。 

 

○前中委員長 

 課長。 

 

○建設課長 

 広さが違いますと当然家賃にもかなり影響してまいりますので、今後ともその年々住宅の状況

っていうのは常に変わってきてますんで、住宅状況を見ながらどのようなものが一番求められて

いるのか判断して進めてまいりたい。 

 

○前中委員長 

 よろしいですか。他に全体を通して何かあれば受けますけども。 

はい河口委員。 

 

○河口委員 

 水道使用料の分というのは過去から利用料というのはずっと減ってきているんでしょうか。そ

れとも今後増えるというのはありますか。そのへんどうですか。 

 

○前中委員長 

 課長。 

 

○建設課長 

 今回補正の方で現年度５００万減額させていただきます。これは全体的と申しますか、使用料

収入が減ってきております。やっぱり原因といたしましては人口減がかなり大きく、利用戸数は

変わりませんけどその中の構成員が減っていますので、その分で使用料が減っているというふう

に感じています。 

 

○河口委員 

 年平均はどのぐらいでいくのか。今後どのへんが下げ止まりなのか解りませんけども過去はず

っと減っているという理解でよろしいでしょうか。 

 

○前中委員長 

 はい課長。 

 

○建設課長 

 今回補正させていただきましたのは、例えば２７年度でいきますと当初予算で年間４千９５０
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万ほどみていました。それを今回１００万減らして４千８５０万。これを１２カ月で単純に割っ

てみますと、４００万円程度が月の収入になると思いますけど、やっぱり夏場水の使用量が多く

て、１月２月寒い時期には減るという繰り返しですが、使用料そのものが全体的に月を通して減

る傾向にあります。 

 

○前中委員長 

 よろしいですか。他に何かありますか。なければ議長。 

 

○田中議長 

 今の話なんですけど、基本的に水道料金についても量は減って来れば、今までの町の料金の設

定っていうのは、こういう状態が続くと上がってくるということになるんですか。 

 

○前中委員長 

 はい課長。 

 

○建設課長 

 会計の運営状況というのは中々厳しいところでございます。ただ、そこで簡単に料金を気にし

て上げられないっていう現状がある中、支出をおさえて何とか今の現行の料金でやっているのが

現状です。ただこれを未来も続けていけますという断言もできないのも事実で、やはり一般会計

側の繰入金も記載の償還分でいただいていますけど、それ以上に必要があった場合にやっぱり利

用者負担ということで料金の改定を提案する場面が出てくることもあるかと考えております。 

 

○前中委員長 

 はい議長。 

 

○田中議長 

 ここ当面は、まだ無いということで。 

 

○前中委員長 

 はい課長。 

 

○建設課長 

 出来る限り、現行の単価を維持していきたいと考えています。 

 

○前中委員長 

 よろしいですか。それでは建設課関連すべて終了します。ご苦労様でした。５分休憩します。

３５分から。 

休憩 午後 ３時３０分 

再開 午後 ３時３５分 
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○前中委員長 

 それでは産業課から協議報告事項がございますんで、提案説明よろしくお願いいたします。課

長。 

 

○産業課長 

 それでは産業課所管事項７件について協議報告をさせていただきたいと思います。 

今回は農業振興事業の要綱及び農業振興資金の要綱の一部改正及び担い手確保経営強化支援事

業の概要の関係、それと平成２７年度の一般会計補正予算、平成２８年度の一般会計の当初予算

の主要施策の産業課所管分と焼酎事業に係ります平成２７年度の補正予算と平成２８年度の当初

予算について、それぞれ担当より説明をさせていただきますので、ご審議のほどよろしくお願い

いたします。 

 

○前中委員長 

 それでは①清里町農業振興事業実施要綱の一部改正について提案説明よろしくお願いいたしま

す。はい担当。 

 

○農業Ｇ主幹 

 清里町農業振興事業実施要綱の一部改正について議案１ページでございます。今回の改正でご

ざいますが、平成２７年度からの農業振興計画に対応した事業への見直しを行いまして、別表１

を改正するものでございます。改正内容につきまして、新旧対照表にてご説明いたします。２ペ

ージご覧願います。左欄が改正前、右欄が改正後となっています。 

事業区分地力増進対策事業の緑肥作物導入事業につきまして、補助率を４分の１以内から２分

の１以内への改正あわせて採択要件の土壌診断を削除するものでございます。これにつきまして

は本年度より町内全域にて取り組みを実施しております多面的機能支払交付金事業の景観緑肥事

業と内容が重複するものでございまして、一部改正するものでございます。多面事業におきまし

て、町内後作におけます緑肥事業対象面積が全体面積の５０％強となることから、本事業の補助

率につきまして２分の１に改正するものでございまして、町外圃場所有者との整合をとるためと

なります。多面事業は、属地整理となりますことから、町内圃場のみが対象となりますので、本

事業につきましては、町内農業者の所有する町外圃場を対象とするものでございます。土壌検診

につきましても多面事業が緑肥のみを対象としておりますので、要件を廃止するものでございま

す。 

３ページをご覧願います。同じく地力増進対策事業の緑肥作物及び堆肥導入事業につきまして

も廃止するものでございます。こちらにつきましても多面事業が緑肥のみを対象となるために廃

止するものでございます。 

続きまして４ページになります。事業区分じゃがいも生産振興対策事業中、シストセンチュウ

対策及び輪作対策輪作体系モデル事業の一部改正でございます。本事業の現行内容でございます

が、畑作農家と畜産農家の交換耕作を実施しているところでございまして、新たに平成２８年度

よりセンチュウ対策として、対抗性植物であります野生トマトの種子購入費の助成及び耕作面積

反当り１万円を補助対象とするものでございまして、補助率につきましては、各２分の１でござ

います。効果が実証された場合には、薬剤対策にかわる新たな対策としての普及が期待されると
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ころでございます。 

５ページでございます。事業区分、畜産振興対策事業中肉用牛改良事業につきましては、平成

２１年度以降実績がないことから関係機関と協議しまして廃止するものでございます。 

６ページでございます。畜産振興対策事業中装置更新装置更新対策事業につきまして新たに事

業を追加するものでございます。内容につきましては装置の自己更新に対しまして補助を実施す

るものでございます。耕作権を保有している耕作地で自ら耕作している農業者等に対して、耕作

面積反当り５千円を補助対象とするもので補助率２分の１でございます。 

以上、御説明した改正規定のうち、緑肥作物導入事業と緑肥作物及び堆肥導入事業につきまし

ては、平成２７年４月１日からの適用といたします。これにつきましては多面事業との関連性か

ら本年度の適用とさせていただきます。他シストセンチュウ対策及び輪作体系モデル事業の一部

改正、肉用牛改良事業の廃止、装置更新対策事業の新規追加につきましては、平成２８年４月１

日からの適用といたします。以上で説明終わります。 

 

○前中委員長 

 ただ今清里町農業振興事業実施要綱各委員よりありませんか。よろしいですか。それでは②清

里町農業振興資金実施要綱の一部改正について提案説明よろしくお願いいたします。 

 

○農業Ｇ主幹 

 議案７ページでございます。清里町農業振興資金実施要綱の改正理由でございますが、事業実

施期間の更新でございます。事業実施期間平成２７年度を、平成２８年度から平成３２年度にす

るものでございます。施行期日につきましては交付の日から施行とし、平成２８年４月１日から

適用するものであります。なお事業内容につきまして現在一部改正について精査中でございまし

て、内容が整い次第改めてご協議させていただきます。以上で説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 今②清里町農業振興資金実施要綱の一部改正についての提案説明ございました。各委員より質

疑を賜りたいと思います。よろしいですか。それでは③担い手確保経営強化支援事業の概要につ

いて提案説明をよろしくお願いいたします。はい担当。 

 

○農業Ｇ主幹 

 担い手確保経営強化支援事業概要について御説明いたします。議案８ページでございます。本

事業につきましては昨年１０月のＴＰＰ大筋合意に伴います補正関連予算に係る事業でございま

す。事業名につきましては、担い手確保経営強化支援事業予算額５２億８千６００万円となって

いるところでございます。補助につきましては、市町村経由の間接補助事業でございまして、補

助率につきましては２分の１以内というとこでございます。１月２０日補正予算を成立したこと

から、１月２２日に事業説明会及び要望取りまとめを実施しているところでございます。 

２の事業概要でございますが、適切な人農地プランが作成されていること、農地中間管理機構

を活用している地区において、売上高の１０％以上の拡大または経営コストの１０％以上の縮減

に取り組む担い手が農業用機械施設の導入に際する融資残について補助金を交付するものでござ

います。 
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３の取りまとめ状況、申請内容でございますが、申請経営体制につきましては、１２戸延べ数

にしますと２１件。事業費につきましては１億４千７９６万５千１０５円。助成要望額につきま

しては６千８４２万１千円というところでございます。導入要望機械につきましてはトラクター

７台をはじめ記載の状況でございます。 

４の採択の要件でございますが、ポイント制となっておりまして、配分基準ポイントというも

のがございます。規模拡大中間管理規模を活用経営の効率化等の取り組み形態数等々によりポン

イトの高い地区より配分される仕組みでございます。本町の申請につきましては、現在のところ

採択の可否につきましては未定でございまして、割当内示につきましては今月下旬に判明すると

ころでございます。 

５の補助金の流れでございますが、間接補助事業でございますので、国庫補助金としましては

北海道経由で清里町が歳入と集計各形態に対して歳出する流れでございます。 

６のスケジュールでございますが、今後の予定として今月下旬に割当内示計画書となっており

ます。３月以降のスケジュールにつきましては、予算の配当割当は場合の手続でございます。 

以上が担い手確保経営強化支援事業の概要でございますが、今月末に割当内示を受けた場合で

ありますが、助成要望額６千８４２万１千円につきまして、歳入歳出の予算措置が必要となりま

す。この場合３月定例会におきまして、追加補正として御提案させていただきますのでご理解を

お願いいたします。以上で説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 ただ今担い手確保経営強化資源事業の概要について説明がございました。何か質問ございませ

んか。よろしいですか。それでは④平成２７年度一般会計補正予算産業課所管分についての提案

説明よろしくお願いします。はい担当。 

 

○農業Ｇ主幹 

 農業グループ関連についてご説明いたします。議案１０ページになりまして、上から３つ目で

ございます。５款農林水産業費、１項農業費、２目農業振興費、施策名農業振興事業補助事業で

ございます。こちらにつきましては、今年度より全町域的に取り組むことになりました多面機能

支払交付金事業の緑肥事業と重複することから、対象事業分を減額するものでございまして、財

源内訳につきましては３００万円を一般財源から減額するものでございます。 

続きまして同じく５目道営整備事業費、施策名多面的機能支払交付金事業でございます。こち

らにつきましては、農地転用等面積精査を行った結果、交付対象面積の減少に伴う交付金の１２

２万３千円の減及び会議負担金５千円の減となります。財源内訳につきましては道補助金として

９１万３千円の減額及び一般財源３１万５千円の減額でございます。 

以上で農業グループ関連の説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 担当。 

 

○商工観光・林政Ｇ総括主査 

 続きまして、商工観光林政グループ所管分をご説明いたします。９ページをお開き願います。
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２款総務費、２項総務管理費、８目町有林管理費町有林新植事業につきましては、前年の皆伐時

の面積で予算化させていただいておりましたが、事業実施にあたりましては、皆伐時の枝などの

置き場や地形等を考慮しての実測による面積の減であります。これにより苗木の本数、工事面積

が減となりまして、４３９万８千円の減。財源内訳は森林環境保全整備事業補助金につきまして

１１０万６千円の減、一般財源は３２９万２千円の減となります。 

同じく８目町有林管理費、町有林下刈事業につきましては、苗の生育状況雑草の繁忙状況の確

認によりまして、下刈りを実施しなくてもよい条件となった箇所がありましたので実施面積によ

る減であります。３４万３千円の減、財源内訳は森林環境保全整備事業補助金につきまして１５

万８千円の減、林野基金繰入金１８万５千円の減となります。 

同じく８目町有林管理費、町有林除間伐事業につきましては、当初予定しておりました小班に

ついて積雪のため現地測量ができず、隣接地の国有林との境界が確定できなかったため、未実施

となり実施面積の減となったことによるもので、３１３万４千円の減。また財源が国道の政策補

助金配分により一部が森林環境保全整備事業から森林整備加速化林業再生総合対策事業に変更に

なったことにより、森林環境保全整備事業につきまして１１０万９千円の減、森林整備加速化林

業再生総合対策事業が５５万６千円の増、林野基金繰入金２５８万１千円の減となります。 

２款総務費、４項庭園のまちづくり事業費、２目花と緑と交流のまちづくり、花壇植樹帯整備

事業につきましては、平成２７年度で予算を計上しておりましたが、２６年度予算として繰り越

されたまち・ひと・しごと地方創生事業に係る交付金を財源としての執行となりましたので、記

載の課目について合計５０２万円を、平成２７年度分より減額するものです。１０ページをお開

き願います。同じく２目花と緑と交流のまちづくり事業費、都市農村交流事業につきましても同

様の理由によりまして、記載の項目について合計７７万円を平成２７年度分より減額するもので

す。同じく２目花と緑と交流のまちづくり事業費、ふるさとのふれあいの散歩道事業費につきま

しても同様の理由により記載の課目について合計３０万円を平成２７年度分より減額するもので

す。 

３段下がりまして５款農林水産業費、２項林業費１目林業振興費林業労働者退職金共済制度事

業補助事業につきましては、平成２７年１０月より掛金の値上がりがありました分と当初予定よ

りも対象就労人員が増となりまして、補助額に不足を生じますので１６万円の増財源は一般財源

となっております。 

６款商工費、１項商工費、１目商工振興費商工振興事業補助金につきましても花と緑と交流の

まちづくり事業費と同様平成２７年度で予算計上しておりましたが２６年度の繰越の財源となり

ましたので、対象経費４７５万円を平成２７年度分より減額するものです。 

１１ページをご覧ください。同じく１目商工費、中小企業融資制度貸付事業につきましては、

融資貸付件数の増によりまして利子及び保証料補助額分６５万円を増額するものです。同じく１

目商工振興費、店舗出店改修等補助事業につきましては、現在まで店舗改修３件の利用がありま

すが、今後全額利用の見込みがないことから対象事業件数の減として３５０万円を減額するもの

です。同じく１目商工振興費、住宅リフォーム促進事業につきましては、現在まで住宅改修２０

件の利用がありますが、今後全額利用の見込みがないことから対象事業件数の減として１８０万

円を減額するものです。同じく２目観光振興費、きよさと観光協会補助事業につきましては特定

非営利法人清里観光協会に対し、斜里岳登山道整備補助につきまして、斜里岳登山道の荒廃にあ

たりガイド協会等のメンバーによる登山道整備を行っていただく費用を計上しておりましたが、
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関係機関との調整がつかず、予定していた整備の事業量を一部行うことが出来ずに補助額の残が

発生しましたので、その額７１万２千円を減額するものです。以上で説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 ただいま２７年度会計補正予算についての提案説明がございました。各委員より質疑を賜りた

いと思います。何かございませんか。はい池下委員。 

 

○池下副委員長 

 花と緑と交流のまちづくり事業費の中で、９ページなんですけど、花壇等植樹帯の整備事業で

５００万の減額、これ２６年度の繰越っていうことなんだけど、事業自体は通年どおり行われた

というふうに考えていいですか。 

 

○前中委員長 

 はい、担当課長。 

 

○産業課長 

 花壇の花と緑の分につきまして花壇整備の関係につきましては、例年通りの形で事業実施して

いくということです。 

 

○前中委員長 

 はい、池下委員。 

 

○池下副委員長 

 それと同じ事業が都市農村事業も同じなのかなというふうに思いますけども。 

１１ページの一番下の斜里岳登山道の整備で、観光協会等の中でこの７１万２千円が日程調整

できずに執行されなかったってことなんですけども、今後２８年度以降もやっていかなければな

らない事業というふうに捉えていると思うんですけども、今年度考えていた事業と同程度の規模

の事業なのか、それとももっと拡大した事業として整備していくぞと言う考えなのか、その辺ど

うなんでしょうか。 

 

○前中委員長 

 産業課長。 

 

○産業課長 

 観光協会の斜里岳の登山道の整備の関係でございますが、この関係につきましては、日程の折

り合いと言いますか、上部団体北海道なり南部森林管理署の方といろいろ協議を重ねた中で人工

的なものを置くというところで、なかなか実施するところに至らなかったというのが実態でござ

いまして、この関係については再度今年も協議をしながら今後どのような形で進めるかというと

ころを協議しながら今後も進めていきたいというふうに思っております。来年につきましてはだ

いたい同程度の整備を考えているというところで今予算計上させていただいておりますが、いず
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れにしましても北海道南部森林管理署との協議も進めながらというところで事業を進めていくと

いう形になっております。 

 

○前中委員長 

 はい池下委員。 

 

○池下副委員長 

 たしか今年斜里岳山開きの後だったと思うんですけども、私の記憶の中で北見の方からこうい

った登山道の修復ということで、１名の方に来ていただいて田中議長なんかも出席してやってい

るというふうに思うんですけども、そのときにも多少事業費はかかっているのかなと思うんです

けども。今の段階で斜里岳の登山道がひどく傷んでいるっていう話も前から話も聞いてますんで、

南部森林組合との話し合いもありますけども速急にやらないと。やはり斜里岳１００名山の名に

恥じないような登山道をしっかりとつくっていただかないと。うちの町の交流人口増加というこ

とを町長も謳っているわけですから、そこらへんしっかりと整備計画を立てた中でこういった減

額補正のないようにやっていただきたいというふうに思います。 

 

○前中委員長 

 はい課長。 

 

○産業課長 

 ご指摘のとおり年々やはり登山道かなり傷みが激しくなってきたという部分もございます。そ

れと小破修理の部分では観光協会の方にもお願いをしながら、ガイド協会にもお願いしながら少

しずつは進んでいるんですが、大々的な部分についてはやはり協議が必要だという部分ございま

す。これらの部分早急に詰めながら実施できるように進めていきたいというふうに思いますので

御理解いただきたいと思います。 

 

○前中委員長 

 ほかに、何かございませんか。よろしいですか。それでは平成２８年度一般会計当初予算主要

施策事業産業課所管分についての提案説明よろしくお願いいたします。はい担当。 

 

○農業Ｇ主幹 

それでは農業グループ関連についてご説明いたします。議案につきましては１２ページなりま

して上から４つ目でございます。 

５款農林水産業費、１項農業費２目農業振興費、施策名植物防疫対策事業でございます。こち

らにつきましては、清里町シストセンチュウ対策協議会に対する負担金でございます。昨年、網

走市におきまして、白シストセンチュウが発生したことに伴いまして、近隣市町の対応が求めら

れているところでございます。国からの正式な通知はまだございませんが取り組みといたしまし

て、町内における土壌検診を予定しておりまして、必要経費としてブーツカバー代等にかかる予

算計上でございます。事業費につきましては５０万円となりますが、町、農協と各２分の１の負

担としておりますので、町負担分として２５万円を予算措置いたします。財源につきましては一
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般財源でございます。続きまして、同じく２目農業振興費、施策名気象情報システム管理事業で

ございます。こちらにつきましては既存のマメダスの老朽化に伴うシステム変更でございまして、

ＮＴＴドコモの環境センサーのデータ事業に移行するものでございます。環境センサー気象情報

提供委託料１４１万５千円を町農協と各２分の１の負担としますので委託料として７０万８千円

の予算計上をしております。事業費役務費を合わせました８１万３千円を一般財源とするもので

ございます。１３ページになります。同じく２目農業振興費、施策名農業振興事業費補助事業で

ございます。こちらにつきましては１千７３９万円を予算計上するものでございますが、農業振

興計画に対応した見直しを行っているところでございます。先ほど要綱の一部改正で御説明した

ところでございますが、本事業項目のじゃがいも生産振興対策事業中シストセンチュウ対策及び

輪作体系モデル事業の内容を見直しております。現行取り組みとして畑作農家と畜産農家の交換

耕作を実施しておりましたが、平成２８年よりセンチュウ対策として対抗性植物であります、野

生トマトの種子購入費の助成及び耕作面積に対して補助を実施するものでございまして、効果が

実証された場合には薬剤対策にかわる新たな取り組みとして期待されているところでございま

す。全体補助額７０万円に対しまして、町農協２分の１の負担となりますので３５万円を予算計

上するものでございます。畜産振興対策事業につきましても新たに装置更新対策事業を計上いた

します。内容につきましては、農耕飼料の高騰に伴う自給飼料への切り替えを推奨しまして、畜

産農家の負担軽減を図るものでございます。自己所有装置の更新費用の一部助成を実施するもの

でありまして、全体補助額１００万円に対しまして、町農協各２分の１負担としますので、５０

万円を予算計上するものでございます。財源につきましては一般財源でございます。 

続きまして、同じく２目農業振興費、施策名清里町農業施設整備事業でございます。こちらに

つきましては、平成２７年度ＴＰＰ関連補正予算事業でございます。甘味資源作物産地強化緊急

対策事業の芋類産地確立支援事業でございまして、事業内容として澱粉工場に車両洗浄施設及び

加温殺菌施設を整備しまして、清泉地区におきましても車両洗浄施設を整備するものでございま

す。補助事業の農協自己負担分と農協単独事業であります。麦貯蔵施設のサイロ６基分の計４億

９千７４２万５千円に対して３分の１以内で支援するものでございます。財源につきましては１

億６千万円を起債措置するものでございまして、記載名につきましては過疎債を予定していると

ころでございます。 

続きまして畜産業費、施策名町営牧場管理運営事業でございます。内容つきましては、町営牧

場の装置維持のための追肥事業を実施するものでございます。事業量につきましては１牧区から

６牧区までの３７．４ヘクタールとなりまして委託料として１９０万８千円を予算計上いたしま

す。財源つきましては一般財源でございます。続きまして同じく３目畜産業費施策名家畜防疫事

業でございます。こちらにつきましては清里町家畜自衛防疫組合に対する負担金でございます。

家畜伝染病未然防止対策事業ということで消石灰を購入に対する一部助成を実施するものでござ

います。総事業費につきまして２２万円でありますが町農協と２分の１の負担となりますので町

負担分の１１万円を一般財源として予算計上するものでございます。 

続きまして、５目道営整備事業費、施策名農地整備事業でございます。こちらにつきましては

道営農地整備事業清里地区に係ります平成２８年度事業となります。事業につきましては最終年

度となりまして、事業費１千７４４万２千円を予算計上するもので、財源につきましては道支出

金４０９万４千円、地方債２８０万円、その他としまして受益者分担金３７３万１千円、一般財

源６８１万７千円でございます。１４ページに移ります。同じく５目道営整備事業費、施策名多
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面的機能支払交付金事業でございます。平成２７年度より法制度化されたことによりまして全町

域を対象区域とした取り組みにかかる予算計上でございます。事業費につきましては１億１千３

３２万２千円となりまして、財源につきましては道支出金として８千４９４万７千円。こちらに

つきましては事業費の４分の３相当分でございます。残りにつきましては一般財源２千８３７万

５千円でございます。続きまして、同じく５目道営整備事業費、施策名地域用水環境整備事業で

ございます。これにつきましては緑ダムにおける小水力発電事業でございます。事業内容につき

ましては平成２９年度の事業採択に向けまして、昨年度に実施しました概略設計業務の詳細につ

いて調査を行うものでございます。調査業務につきましては北海道の発注となりまして、負担割

合につきましては道５０％地元５０％でございます。地元負担につきまして１市４町で構成して

おります、畑地かんがい事業斜網地域維持管理協議会における負担割合。こちらにつきましては

受益割合でございまして、清里町においては２３．９％となります。従いまして概算事業費１千

５００万円の２分の１に負担割合２３．９％を乗じた１７９万３千円が清里町負担となります。

財源につきましては一般財源でございます。 

続きまして８目町民活動施設費、施策名町民活動施設管理運営事業費でございます。こちらに

つきましては施設運営にかかわる需用費委託料が主なものとなりますが、施設管理につきまして

は、現在有限会社パパスさっつると平成２６年度から２８年度の３ヵ年の長期継続委託契約を締

結しておりますので、委託料４６９万８千円を予算計上するものでございます。加えまして工事

請負費として、中続開閉器の老朽化に伴う交換工事費９５万６千円を予算計上しております。事

業費につきましては、計１千９５万９千円でありまして、財源につきましては、その他として、

町民活動施設使用料１９万円、一般財源１千７６万９千円でございます。以上で、農業グループ

関連の説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 はい担当。 

 

○商工観光・林政Ｇ総括主査 

 引き続きまして商工観光林政グループ所管のご説明をさせていただきます。１２ページをお開

き願います。２款総務費、２項総務管理費、１目町有林管理費、町有林管理事業につきましては、

計画的な森林整備を進めるうえで管理事務に１８８万６千円、新植事業に３５５万７千円、下刈

り事業に１４８万円、間伐等伐採事業に７５３万５千円、野鼠駆除剤散布事業に５９万２千円、

計１千５０５万円を森林環境保全整備事業補助金で４９１万７千円、林野基金繰入金５５０万１

千円、一般財源４６３万２千円で計上しております。 

２款総務費、４項庭園のまちづくり事業費、１目ふるさとの森づくり事業費につきましては、

緑の植樹事業について、昨年と同程度の広葉樹の樹種の選定、本数を予定しており、植樹事業費

として１４９万８千円、神の子池林道補修事業につきましては、観光客の増加により荒廃が見ら

れる神の子池までの林道について路面状況改善のため１０７万円の計２５６万８千円を雑入３６

万円、一般財源２２０万８千円で計上しております。同じく２目花と緑と交流のまちづくり事業

費、花と緑と交流のまちづくり事業につきましては、住民参加と協働で築く景観づくりを行うた

め花壇植樹帯整備事業に５２２万円、都市農村交流事業に１７２万９千円、ふれあいの散歩道事

業ウォーキング事業につきまして４２万７千円の計７３７万６千円をふるさと基金３万円、雑入
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２０万円、一般財源７１４万６千円で計上しております。 

１４ページをお開きください。下から２段目です。５款農林水産業費、２項林業費、１目林業

振興費、農林推進事業補助事業につきましては、民有林地の森林整備を推進し、森林経営の安定

を図るため、新植事業で５１９万９千円、下刈事業５５万１千円、除間伐事業２３万１千円、殺

鼠剤散布事業３万７千円の計６０１万８千円を、未来につなぐ森づくり推進事業費補助金で２１

９万９千円、一般財源で３８１万９千円で計上してまいります。同じく１目林業振興費、製材等

流通整備補助事業につきましては、木材輸送コストが増大している林業事業体の経営安定化のた

め事業費の２分の１千５００万円を限度に２社分１千万円を一般財源で計上しております。１５

ページをご覧ください。同じく１目林業費、林業労働者退職金共済制度補助につきましては、林

業労働力確保のため事業主にかかる掛け金補助として延べ２２８名分の予算２１４万４千円を一

般財源で計上しています。 

６款商工費、１項商工費、１目商工振興費商工振興対策事業につきましては、地域商工業の振

興及び地域の活性化を目指して事業を展開する商工会、中央商店街協同組合を支援する経費とい

たしまして、商工会に８６１万８６４万１千円、中央商店街協同組合に６５万円、各種活動を実

施する経費を商工振興事業費補助として６７５万円の計１千６０４万１千円を一般財源で計上し

ております。なお、今年度清里情報交流施設の整備を行うことにより、場所の確保移転の確保が

難しいため、例年６月に行っているにぎわいまつりについては、今年度は実施せず来年度に向け

検討を行っていく旨を商工会より伺っております。 

同じく中小企業融資制度貸付事業につきましては、清里町中小企業融資制度要綱に基づき補助

する経費３９５万円を一般財源で計上しております。同じく店舗出店等改修事業につきましては、

地域の優れた資源を活かした新商品の開発や空き店舗の活用による新たな事業者現に店舗を構え

ている事業者に対し、改修等店舗出店と改修費用の助成を図るため店舗出店２件分６００万円、

店頭改修６件分６００万円合わせて１千２００万円を一般財源で計上しております。同じく住宅

改修等促進事業につきましては、改修等２０件分６００万円、新たに解体に係る費用の補助とし

て１０件分３００万円、あわせて９００万円を一般財源で計上しています。 

１６ページをお開き願います。同じく２目観光振興費、清里町観光計画策定事業につきまして

は清里町の観光の可能性と方向性を検討し、地域資源を活用した各種事業の実施、環境整備等の

指針となる計画を策定するための費用として業務委託料２６２万５千円を一般財源で計上してお

ります。 

同じく２目観光振興費、観光協会補助事業につきましては、特定非営利法人清里観光協会の円

滑な運営を支援する経費として５０１万円、斜里岳登山道整備補助として９８万５千円、グリー

ンツーリズム事業補助として４５万円の計６４４万５千円を一般財源で計上しております。観光

協会補助の人件費分につきましては今年度改正予定の情報交流施設へ事務所を移転しての運営と

なることから１名分の人件費２４０万円を増額し、事務局長補助分１２０万円と合わせまして、

３６０万円となっております。 

斜里岳登山道整備補助事業につきましては、荒廃が激しい登山道を登山に慣れているガイド協会

等のメンバーによる整備を今年も行っていただく経費を計上しております。グリーンツーリズム

事業につきましては平成２７年度に観光協会にてモニターツアーを行っておりますが、２９年度

以降の本格実施に向け、２８年度も引き続きモニターツアー研修会を行い、準備を整えていくた

めの費用となっております。 
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緑清荘管理運営事業につきましては、指定管理委託料はなく、給湯配管改修費用２４７万円、

屋上防水改修費用１千６６４万円、計１千９１１万円を一般財源で計上しております。屋上防水

改修につきましては、２カ年計画で平成２８年度に現在のＢ館とＣ館の２階部分の屋上部分２９

年度にＣ館の１階部分の改修を計画しております。同じく、パパスランド管理運営事業におきま

しては、平成２８年度から平成３２年度までの５年間有限会社パパスさっつるでの指定管理業務

委託となり、平成２８年度指定管理業務委託料８８５万６千円、ポスレジの機械借上料として１

７３万９千円、計１千５９万５千円を一般財源で計上しております。 

同じく緑温泉施設管理運営事業につきましては、指定管理業務委託料５９８万円、温泉施設内

部改修費用として３４７万円を一般財源で計上しております。 

同じく阿寒国立公園広域観光協議会事業につきましては、昨年７月の常任委員会でご説明させ

ていただきましたが、阿寒国立公園から阿寒摩周国立公園への名称変更に向けて阿寒国立公園所

在１１市町で広域連携による事業を展開するため広域観光協議会を設立しております。今後１１

市町の基盤を活かしまして新たな魅力を創出発信することにより更なる国立公園の利用の向上と

滞在型観光化を進め、各市町の地域経済の活性化を図るため阿寒国立公園広域観光協議会で連携

を行っていくものです。事業分担金につきましては釧路市、弟子屈町が３０万円。他９町美幌町、

津別町、標茶町、白糠町、小清水町、大空町、中標津町、清里町がそれぞれ１５万円の負担とな

っており、清里町負担分１５万円を一般財源で計上しております。 

１７ページをご覧ください。同じく地域イベント支援事業につきましては、緑のフェスティバ

ル負担金として１９２万８千円、ふるさと産業まつり負担金として４８０万２千円ウィンターフ

ェスティバル負担金として３０万円を各実行委員会に補助する経費として計７０３万円を一般財

源で計上をしております。なお緑のフェスティバルにつきましては、２７年度に緑自治会への継

続の有無を確認しましたところ、平成３０年度までは継続したい旨の説明を受けているところで

ありますので御報告させていただきます。 

同じく３目オートキャンプ場費、オートキャンプ場管理運営事業につきましては、施設の管理

運営事業として５５８万９千円、オートキャンプ場施設塗装事業として２７０万円をキャンプ場

使用料３４０２万８千円、公衆電話料１千円、一般財源４８６万２千円で計上しております。キ

ャンプ場につきましては木製の施設となっていることから塗装事業を平成２７年度に管理棟大型

東屋を実施しておりまして、年次的に２８年度にコテージ５棟２９年度にバンガロー７棟、３０

年度に炊事場その他施設を４年サイクルで計画的に実施していく考えでおります。同じく４目江

南パークゴルフ場費、江南パークゴルフ場管理運営事業につきましては、管理運営事業として７

３９万２千円をパークゴルフ場使用料で１７８万５千円、電気水道料で４万９千円、雑入で３万

円、一般財源５５２万８千円で計上しております。以上で説明終わります。 

 

○前中委員長 

 ただ今２８年度一般会計当初予算主要施策事業についての提案説明ございました。各委員より

質疑を賜りたいと思います。何かございませんか。堀川委員。 

 

○堀川委員 

 １６ページの一番上、清里町観光計画策定事業なんですけども２６２万５千円という金額が上

がっていますけども、外部に委託するってことなんでしょうか。 
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○前中委員長 

 産業課長。 

 

○産業課長 

 この関係につきましては、外部委託というところで予算計上させていただいております。 

 

○前中委員長 

 はい堀川委員。 

 

○堀川委員 

 ちょっと詳しくはわからないんですけども、こういうのを策定する専門の業者がいるっていう

ことなんでしょうか。 

 

○前中委員長 

 産業課長。 

 

○産業課長 

 近隣町は、北海道内のいろんな町村で観光計画作っているところがございます。そちらの方を

参考にいろいろ確認したところ、何社かの業者がありまして、ＪＴＢだとかぎょうせいもこうい

う観光関係の部分については計画を作ったり、何社かございます。そういう部分の実績等踏まえ

ながら業者選定をしていきたいというふうに考えております。 

 

○前中委員長 

 よろしいですか。 

 

○堀川委員 

 観光計画っていうのは素人考えでいると、町が計画を立てたり観光協会とかと連携取りながら

立てるものかなというイメージを持っていたんですけども、この２６２万って金額も結構なもの

なので、ちょっと疑問に思ったんですけども。これは一般的に普通な状態なんでしょうか。 

 

○前中委員長 

 産業課長。 

 

○産業課長 

 今委員御指摘のとおり、観光協会、町、それと町民の皆さまとの連携の中で、観光計画をつく

り上げていきたいというふうに我々も考えております。町の観光施設、今いろいろございます。

それらの実態と踏まえた中でのまとめ、そういう部分をこの委託業者の方にお願いをして、整理

をしていただくというところでございます。あとは策定委員会なるものも設定をしなければなら

ない、その辺も含めた中で２８年度中に並行してそのへんを進め、最終的にこの観光計画の素案
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をつくり上げていきたいというふうに考えております。 

 

○前中委員長 

 大丈夫ですか。 

 

○堀川委員 

 検討できるところがあれば、検討をしてください。 

 

○前中委員長 

 河口委員。 

 

○河口委員 

 以前総務企画の方で、私が今後の観光振興計画を、花と緑もそうですし、美しい村の連合への

一環として、将来の観光振興計画の中で進めるべきで、大至急振興計画は練ってほしいっていう

ことで、企画の方にはお話しした経過があるんですけども、いやそれは産業課の方で進めていま

すと言ったことが、これの部分になるんでしょうか。 

 

○前中委員長 

 はい、産業課長。 

 

○産業課長 

 今の部分を含めた中で町全体的な部分では、清里町の観光に対する方向性これらの部分をこの

中で盛り込んできたいと、そして町民皆さんが同じ方向を向いた中でのその観光に対する意識も

この計画に盛り込んでいきたいというふうに考えております。 

 

○前中委員長 

 河口委員。 

 

○河口委員 

 全く次元の違う話なのかなと思っているんですね。自分たちの振興計画をアウトソーシングす

るなんてとんでもない話なんです。自分たちのできない部分をどうやって埋めていくかっていう

のは良いんですけども、基本的な部分をつくってもらって、それからっていうのは、僕は次元が

違うんだろうと思っています。まずどこの振興計画を見ても、まず観光に関係している業者がい

ますね。ここの清里の中で真っ先にその中で話をして、それでどうしてもこれはアウトソーシン

グの部分はしなきゃいけないって話になると良いんですけども、何もその辺の話あるいはプロジ

ェクトチームをつくるわけでもない、何でもない、それを頭からアウトソーシングするなんてい

うのは、私は全く次元が違うんだろうなと思うんですけども。振興計画は、産業課で進んでいっ

ていますというお話を私は聞いたんですが、この話ですと全く入り口っていうか、その振興計画

は、他に任せましょうっていうスタイルなのかなとしか受け取れないんですけども、それはどう

なっているんでしょう。 
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○前中委員長 

 はい課長。 

 

○産業課長 

 今のご意見なんですけど、丸投げという形ではないというふうに思っております。観光計画の

部分で産業課の方で取り組んでいるっていう総務の方の答弁があったということなんですが、こ

の部分について産業課の方でどういう形で持ってくかというところで、いろいろ協議を内部でさ

せていただきました。その中で策定委員会もつくりながら、やりましょうっていうところで話は

なっているんですけども、業者の部分についての今回の業務委託の関係につきましては、調査を

やる部分の下準備のところのいろんな資料の取りまとめ、こういう部分を業者の方にお手伝いを

していただこというふうに思っております。それをもとにしまして、策定委員会の中で具体的な

計画をつくり上げていきたいというふうに考えてございます。 

 

○前中委員長 

 予算審議がありますので、その辺もう少し追及指摘ということで、この場は委員会ということ

なんで、改めて２８年度予算審議っていう中で議論を深めていただきたいなと思いますので、そ

のへんご了承願いたいと思いますので、よろしいでしょうか。はい。他に何か。ございませんか。

議長 

 

○田中議長 

 ちょっと参考までに３点ほど聞きたいんですけど、林業振興費の退職金共済制度の補助。近年

林業に従事する方がかなり減少されて、その中で今回２１４万計上されているんですけど、何名

ぐらいいますか。 

 

○前中委員長 

 はい産業課長。 

 

○産業課長 

 延べ人数で２２８名分ということです。 

 

○前中委員長 

 よろしいですか。 

 

○田中議長 

 それとこの商工振興費の補助で商品券事業５００万。町側としてはいろんな出産だとか入学だ

とか見舞金だとかなんかの補助で商品券での補助というのが実施されていると思うんですけど、

そういうのが入っているのですか、この中に。 

 

○前中委員長 

 産業課長。 
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○産業課長 

 こちらの商品券事業につきましては１２月のプレミアム商品券の部分にかかる町で清里はその

分については４７５万、２７年につきましては４４５万計上させていただいています。それと残

りの分がお中元の部分での補助金という形で、合計で５００万になっております。 

 

○田中議長 

 あともう１点。住宅改修事業の上限は３０万ってことで、解体もこれは同じ上限が３０万って

言うことでよろしいですか。 

 

○前中委員長 

 課長。 

 

○産業課長 

 解体の部分についても３０万円ということで計上させていただいています。 

 

○前中委員長 

 よろしいですね。他にないですか。 

引き続きまして、平成２７年度清里町焼酎事業特別会計補正予算第４号について。提案説明よ

ろしくお願いいたします。はい担当。 

 

○焼酎Ｇ総括主査 

 それでは平成２７年度清里焼酎事業特別会計補正予算第４号の説明をいたします。１８ページ

をお開きください。 

総括表の方でご説明させていただきます。総括表の上段、歳入の方ご覧ください。１財産収入、

補正額３５３万４千円を加えまして、補正後予算額９千２５万７千円となっております。こちら

につきましては焼酎等製品の売上好調に伴う増額補正となっております。次に２繰入金でありま

す。補正額マイナス４８万１千円となっておりまして、補正後３千３９９万７千円となっており

ます。こちらにつきましては人事異動に伴います、繰入対象分人件費そちらの方の精算分、こち

らの方で減額という形になっております。次に３繰入金こちらの方変わらず、４諸収入につきま

しては、７万８千円の増で９万３千円となっております。こちらにつきましてはイベント出店助

成金等の収入で増えているという形になっております。歳入合計につきまして現計予算額１億２

千２９７万２千円に対しまして、補正額３３１万１千円を加えまして補正後合計１億２千６１０

万３千円となっております。 

総括表の下段、歳出の方ご覧ください。１総務費、現計予算額５千６００万４千円に２６４万

３千円を増額いたしまして、補正後予算額５千８６４万７千円となっております。内訳につきま

しては、職員手当等の増額で２０万円。これは時間外手当分の増額となっております。同じく職

員手当の期末勤勉手当分で４万円、こちら人事院勧告分の増額補正分となっております。合わせ

て２４万円となっております。共済費につきましては、一般職員共済組合負担金の不用額及び臨

時職員社会保険料の不用額合わせまして４５万６千円の減となっております。賃金につきまして
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は、臨時事務職員賃金の不用額２５万５千円となっております。臨時事務職員につきましては９

月に補正予算を組まさせていただきましたが職員の方２０日以上ということで雇用を想定して職

員を探していたんですが、なかなか見つかりません。実際問題扶養等の関係で月１４日程度の雇

用の方を雇用したという形になりまして不用額が生じたという形になっております。次に需用費

でありますが、事務用品購入のため消耗品の増額、配線などの修理するための小破修繕料の増額

としておりまして合わせて１２万４千円となっております。役務費につきましては通信運搬費売

り上げ増に伴います送料の増で６６万円の増額とさせていただいております。委託料につきまし

ては執行残１万９円の減額、使用料及び賃借料につきましては印刷機使用料の増額、こちらの方

と会場使用料及び機械借上げ料の減額で、併せて５千円の増額となっております。負担金補助及

び交付金につきましては一般職員退職組合負担金の率の確定に伴う不用額となっております。公

課費につきましては消費税の申告の確定に伴いまして２５万円の増額また酒税につきましては売

り上げ増に伴う酒税の増といたしまして２６４万９千円としておりあわせて２８９万９千円の増

額となっております。 

次に２製造費でございますが、現計予算額６，６９３万８千円に４８万８千円の増額を行いま

して、補正後予算額６千７４２万６千円となっております。内訳といたしましては、共済費２万

３千円の不用額の減額、賃金２５０万円の減額となっております。こちらの賃金につきましては

製造及び瓶詰臨時職員こちらの方の賃金でありますが、まず、当初の予定どおり臨時職員がなか

なか募集に集まらなかったこと、これにより製造等の工程がかなり圧迫したわけでありますが、

加えて扶養や保険等こちらの関係で月の出勤日調整日数の調整を行ったことによりまして、不用

額が生じております。需用額につきましては資材購入といたしまして２７５万円の増額としてお

ります。売上好調のミニセットやキャップ等の資材こちらの方も不足しておりまして、その分の

購入費用としております。印刷製本費については３０万円の減額、光熱水費につきましては電気

料金の上昇、あと生産ラインの稼働増による電気料の増となっておりまして、５０万円の増額と

なっております。修繕料につきましては製造ライン等の機器の修繕、小破修繕としまして３０万

円の増額を計上しておりまして合わせて３２５万円の増額としております。原材料費及び備品購

入費負担金補助及び交付金につきましては執行残となっております。３の公債費には変わりがあ

りませんので現計１億２千２９７万２千円に３１３万１千円を増額いたしまして、補正後予算額

１億２千６１０万３千円となっております。以上で説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 ただ今平成２７年度の清里町焼酎事業特別会計補正予算第４号についての提案説明がございま

した。各委員より質疑をたまわりたいと思います。よろしいですか。続きまして、平成２８年度

清里町焼酎事業特別会計予算について。提案説明よろしくお願いいたします。 

 

○焼酎Ｇ総括主査 

 平成２８年度清里焼酎事業特別会計予算につきましてご説明いたします。１９ページの方お開

きください。 

上段、総括表の方の歳入の表をご覧ください。１財産収入につきまして、本年度販売好調のた

め来年度も売り上げ見込みを増額いたしまして、前年対比１千８５４万８千円の９千３０７万２

千円としております。２繰入金につきましては一般事務職員の人件費繰入１千９０５万８千円と
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樽等備品購入分といたしまして５２８万７千円、一般共用５号車の管理経費分として５２万３千

円、合わせまして２千４８６万８千円で前年比６７６万１千円の増額となっております。繰越金

諸収入につきましては前年同額のそれぞれ３０万円１万５千円となっておりまして、歳入合計前

年比９千２９４万６千円の増で、１億１千８２５万円５千円となっております。 

続きまして下段の表歳出でございます。１総務費につきましては、前年対比４３１万円の増で

５千７７２万３千円。製造費つきましては２千９９万９千円の増で６千５０万２千円、公債費は

前年同額３万円となっておりまして、合計で１億１千８２５万５千円となっております。 

歳出の内訳といたしましては、こちら２０ページの方をお開きください。款別性質別節別予算

分類表となっております。表の上の方こちら人件費の方でございますが、一般職員の人件費とい

たしまして、給料、職員手当共済費負担金補助及び交付金、合計で２千９９７万５千円。前年比

６０万円の増となっております。これは来年度の機構改革での管理職分を含む４名分の予算分と

なっております。 

中段は物件費となっております。まず、総務費の方からご説明いたします。縦計平成２８年度

予算縦計の総務費の方ご覧ください。総務費は物件費の方では焼酎販売事務事業、施設維持管理

事業、車両管理事業の３事業がございます。賃金につきましては休日等の施設管理の臨時職員分

といたしまして前年同額の９２万３千円。報奨金につきましては販売報償金といたしまして、前

年同額１６万円。旅費につきましては前年比６万６千円増の８３万２千円としております。需用

費、消耗品つきましては３事業合わせまして先ほどの焼酎販売事務事業、施設維持管理事業、車

両管理事業の３事業合わせまして５９万円で１４万９千円の増となっております。燃料費につき

ましては施設の灯油、車両の燃料といたしまして６万５千円増の３５万８千円、食糧費は変わら

ず１万円、印刷製本費は前年対比で９万円増の５７万３千円となっております。これはパンフレ

ット、ポスター封筒等の印刷分の増となっております。修繕料につきましては３８万３千円増の

６３万８千円としておりまして、これは老朽化や小破部分の修繕費用としております。需用費合

計２１６万９千円としており、前年比６８万７千円の増となっております。 

役務費につきましては通信運搬費、前年同額の３６５万１千円。手数料、製造責任保険料、車

両保険料で合計６０１万８千円となっており、前年比７千円の減となっております。 

委託料につきましては電気保安業務、消防設備点検、汚水汚物処理、施設維持管理等の委託料

に対しまして１０５万４千円で前年比５万４千円の増となっております。 

使用料及び賃借料につきましては昨年度リースを行い始めましたコピー機兼ＦＡＸ機リース料

として４３万円を計上しております。 

負担金補助及び交付金につきましては、展示会等への出展負担金、会議負担金などで１２万４

千円となっております。公課費につきましては消費税分前年比１７万６千円の増で２８０万円。

酒税は前年比２３２万８千円の増で１千３２１万１千円。それと自動車重量税の１万７千円合わ

せまして、１千６０２万８千円となっております。 

続きまして製造費でございます。縦計の２列目製造費の方ご覧ください。共済費につきまして

は臨時職員分社会保険料といたしまして前年比２７万６千円増の、６１万１千円で、これは本年

度１名でした、月２０日雇用の臨時職員が２名となるために増となっております。賃金につきま

しては、本年度２５キロリットル製造から４０キロリットル製造へ製造数量の増、出荷量の対応

を出来るようにするための増といたしまして、平成２８年度は１千９３万５千円で、昨年度より

４３６万１千円の増となっております。 
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消耗品は前年当初予算費８２８万１千円の増額で２千４２３万８千円としております。これは

売り上げ増に伴います瓶やキャップ等消耗資材消耗品の増が見込まれるという形になっておりま

す。 

印刷製本費につきましては、前年当初予算費で１０７万７千円の増額で６３７万５千円として

おります。こちらも消耗品と同様に売り上げ増に伴います資材消費の増が見込まれるためとなっ

ております。 

燃料費につきましてはボイラー稼働のため重油等となっておりますが、単価の方が現段階で下

がっているということで３２万２千円減の１０８万７千円となっております。 

光熱水費は逆に電気料金の単価アップによりまして２５万２千円の増で２２８万円。修繕料に

つきましては５５万６千円の増の１２９万６千円で製造機器類の修繕の他、木樽の焼き直し修繕、

こちらの方も行ってまいります。需用費合計では３千６０５万９千円で９８４万４千円の増額と

なっております。 

役務費につきましてはボイラーの点検手数料や汚泥引き抜きの方で８万円増の７６万１千円と

なっております。 

原材料費は６８１万８千円としておりまして、製造数量が２５キロから４０キロに増加するこ

とによる原材料購入のため３３５万５千円の増となっております。 

備品購入費につきましては木樽１０個あとポンプ類の購入といたしまして、５２８万７千円を

計上しております。 

負担金補助及び交付金は前年同額の３万１千円で、６千５０万２千円としておりまして、前年

比２千９９万９千円の増となっております。公債費の変動もなく歳出合計前年比２千５３０万９

千円の増で１億１千８２５万５千円となっております。 

続きまして来年度の販売製造計画につきましてご説明いたします。２１ページ、こちらの方お

開きください。１製造計画であります。本年度２５キロリットルの製造計画でありましたが、来

年度につきましては４０キロリットルを予定しております。仕込み改正につきましては２２回。

本年度１４回でした。じゃがいもにつきましては、１回あたり約１千４００キロ大麦につきまし

ては、約１千キロを使用する予定となっておりまして、原料使用料じゃがいもで３万８００キロ

という形になっております。 

販売計画につきましては、各度数ごとに積算を行っております。販売本数、販売数量、販売額

とそれぞれありまして、構成比率は販売額に対しましての比率となっております。販売数量につ

きまして一番多い度数は２５度製品、こちらの方でありまして６５キロの中で４８キロリットル

ほど占めまして販売数量全体の７４％ほどを占めております。販売数量６５キロリットルで９千

３０７万１千円となっております。年度別製造販売数量では平成１９年から平成２６年度までの

数量を記載してあります。平成２７年度見込みといたしましては、製造数量２５キロリットル、

販売数量６５キロリットル、来年度持ち越しの在庫数量は、差し引き３１３キロリットル程度と

なる見通しとなっております。以上で説明終わります。 

 

○前中委員長 

 ただいま平成２８年度清里町焼酎事業特別会計予算についての提案説明ございました。各委員

より質疑をたまわりたいと思います。何かございませんか。河口委員。 
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○河口委員 

 よく理解していなかったのかもしれないですけど、単純に今年度２７年度焼酎特別会計補正予

算表の中で補正後予算財産収入９千２５万７千円ありますね。製造費の方が６千７４２万６千円

となっています。２８年度の財産収入が９千３００万だから３００万ぐらい多いですよと。製造

費の方がむしろ７００万ぐらい少ない。今年よりも２８年度は製造は増えているから、製造費は

増えるけども、実際は７００万減るっていう部分の説明ってどこを見れば良いかなと思いまして。 

 

○前中委員長 

 わかりました。製造費の部分が減額になっているという指摘なんですけども 課長。 

 

○産業課長 

 この関係につきましては、製造費の部分では２７年度繰入金で１クール分の瓶の購入経費を繰

入していただいている部分で、その分の経費が製造費には２７年度ではその分が含まさっていて

２８年についてはその分が落ちるという形で実質７００万程度の数字が減となっているというこ

とでご理解をいただきたい。 

 

○前中委員長 

 河口委員どうぞ。 

 

○河口委員 

 今の件ですね、２７年度の部分の数字っていうのは、ここに書かれている比較は全然比較にな

らないんだと思うんです。みなさんが２７年の非常に頑張っていただいて、これだけ上がってき

ている。単純に製造費の７００万落ちているのは補正で９００万ぐらいでしたか、その部分が２

８年は要らないんだよっていう話で理解して良いのか。 

 

○前中委員長 

 産業課長。 

 

○産業課長 

 今のご意見のとおりでして２７年度については１クール分のお金を先にいただいているという

部分ございますので、その分が少なくなっているということでご理解いただけると。 

 

○前中委員長 

 はい、加藤委員。 

 

○加藤委員 

 焼酎の事業きりないんで、本会議にしたいと思うんですが。今の課長の答弁をそのまま鵜呑み

にしちゃうと、前年度で買っている訳だから、２９年度分また２８年度に買うんでしょう。その

財源足りなくなるんじゃないですか。いろんな事が出てくるんで、本会議の中での予算審議の中

でやります。 
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○前中委員長 

 はい課長。 

 

○産業課長 

 ２７年度に入れていただいた分といいますか、この分については、次年度の４月から７月まで

の分について当初の予算ではギリギリの本数でしか見てなかったという部分で、その４月から７

月の分のところが足りないという部分で先入れという形になっております。その部分で、今回こ

の分戻入する形になれば、また足りないというお話になろうかと思うんですが、今とりあえず計

上させていただいておりませんので、その分については徐々に在庫の本数は減っていくという部

分でありますけれども、一気になくなるということではございませんので、来年もしかしたら途

中で補正になるか、次の年に補正となるかそのへんはあろうかと思います。 

 

○前中委員長 

 今説明２７年度の予算との関連性の説明だと思います。その部分で製造費は御承知のとおり修

正をかけた経過もございまして、ここの中に上がってきて計上されていると。２７年度中の補正

で製造費上がってきて積み上げてきたのかなと思いますので、そこの金額がかなり大幅に上って

いる、こういう数字は否めないのかな。その後にいろいろ、多分、その製造費の部分で２５キロ

から４０キロに伴ったその製造費の増加ということでこのような形の提案かなと思います。あと

はまたいろいろ細部あると思いますんで、時間もかなり差し迫っております。まだ１課あります

んでもし最後もう一言や時間の中で質疑があればちょっと受けたいと思いますけど。とりあえず

焼酎会計はこういう形でよろしいですか。はい河口委員。 

 

○河口委員 

 いろんなことで質問させていただいている焼酎の件なんですが、やはり将来を考えた時に、材

料のところから製造と販売までを一貫したシステム化されないと僕はだめなんだろうと思いま

す。その都度その都度の対応では無理なんで。今後将来に向けたあるいは担当者もどんどん変わ

っていく、その中で材料の部分から販売、そして顧客管理の部分までしたシステムをぜひ予算っ

て言いますか、そのへんを出していただきたい。我々はその都度その都度やっていた。ずっと繰

り返しになってくると思うんですね。誰が見てもすぐ解って、どこを改善すれば良いかまでわか

るシステム化されていかないと駄目だ。 

それと今回は観光交流センターが出来てきます。これはリンクしないといけない。求めるとこ

ろの顧客は一緒なんで、ここを含めたトータルとしたシステムの計画をぜひやっていただきたい。

なかなかそれは聞いてもらえないんだと言うことのようですけど、そんなことでは１歩も先に進

んでいかないんだろうと思います。誰が見てもこれはどこに問題があるのかということがきちん

と把握できるシステム化がされていかないとだめなんだと思います。ぜひその辺の予算計上をし

ていただきたい。 

 

○前中委員長 

 課長。 
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○産業課長 

 ただ今御指摘の部分システムの部分、これらの部分については進めていかなければならないと

我々も思っています。それと旧レストハウスの施設の関係、これらも含めた中で連携をしながら

事業を進めていきたいというふうに思っておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

 

○前中委員長 

 よろしいですか。はい全体を通して何かございませんか。それでは産業課所管の案件を全て終

了したいと思います。本日は大変ご苦労さまでした。 

それでは保健福祉課提案がございますんで、説明のほどよろしくお願いします。保健福祉課長。 

 

○保健福祉課長 

 １番目の清里町介護保険条例の一部を改正する条例につきまして担当より説明させます。 

 

○前中委員長 

 はい担当。 

 

○福祉介護Ｇ主任 

 清里町介護保険条例の一部改正について説明いたします。１ページをお開き願います。 

今回の改正につきましては、介護保険料減免の適用対象範囲を拡げるために、減免対象要件に

町長が特に必要と認める者を追加いたします。この追加により具体的に想定される対象者は、行

方不明で生死が不明の者、監獄労役場その他これらに準ずる施設に拘禁されているもの。以上の

ようなケースが減免対象として想定されます。昨年行方不明になって生死が不明な方のケースが

実際に起こったため、今回の改正によりそういったケースの方が出た場合の対応を出来るように

条例の整備をいたします。以上で説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 何かご質問ございませんか。なければ、②清里町指定地域密着型サービスの事業の人員設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての提案説明よろしくお願いしま

す、課長。 

 

○保健福祉課長 

 これにつきましては法令の改正によるものでございますが担当よりご説明申し上げます。 

 

○前中委員長 

 担当。 

 

○福祉介護Ｇ主任 

 清里町指定地域密着型サービス事業の人員設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

について説明いたします。３ページをお開きください。 
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地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律の

一部の施行により、介護保険法等の関係法が改正され、地域密着型通所介護の創設に伴い、指定

居宅サービス等の事業の人員設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令が交付されたこ

とにより、清里町指定地域密着型サービスの事業の人員設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正し、指定地域密着型、通所介護に従事する従業者の基準やサービスにかかる居室の

床面積などを国の基準に基づき定めております。 

以上で説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 ただいま清里町指定地域密着型サービス事業の人員設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例の提案説明がございました。委員より質疑を賜りたいと思います。何かござ

いませんか。よろしいですか。それでは③清里町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方

法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について説明願います。はい課長。 

 

○保健福祉課長 

 先ほど先に説明しました、一部改正条例。これにつきましては要介護度１から５にかかる部分

について今度この度説明する部分は、要支援１にかかわる部分ということで、平成２６年度に策

定しました清里町の条例も介護度で２つに分かれている。目的としてはそのサービスを行う事業

者の事業の人員や設備に関する基準を定めているものということで変わりませんけど、対象が違

うということで２つに分かれているとことをご承知いただきたいと思います。今回改正になりま

すのも先ほどと同じ法律の改正による制度改正ということで定めておりますので、具体的には担

当よりご説明申し上げます。 

 

○福祉介護Ｇ主任 

 清里町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員設備及び運営並びに指定地域密着型介護

予防サービスにかかる介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改

正について説明いたします。４９ページお開き願います。 

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律の

一部施行により介護保険法等の関係法が改正され、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び

運営に関する基準等の一部を改正する省令が交付されたことにより指定地域密着型介護予防サー

ビスの事業に関して地域との連携についての規定や記録の整備の規定などを国の基準に基づき、

新たに定めております。以上で説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 ただ今ご説明ありました。委員より質疑を賜りたいと思います。何かございませんか。よろし

いですか。無いようなので④平成２７年度一般会計補正予算保健福祉課所管分についての提案説

明よろしくお願いします。課長。 
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○保健福祉課長 

 今年度の一般会計の補正予算保健福祉課所管分ですけれども、順次続けて説明をさせていただ

きますので御理解をいただきたいと思います。担当より御説明申し上げます。 

 

○前中委員長 

 はい担当。 

 

○福祉介護Ｇ主幹 

 それでは、一般会計補正予算保健福祉課所管分について。私からは福祉介護グループ所管分に

ついて説明をいたします。５６ページをお開き願います。 

まずはじめに、２款総務費、２項総務管理費、２目財産管理費の老健介護報酬余剰金積立事業

につきましては、介護老人保健施設利用料実績見込みによる減額として、基金積立金２千１６５

万６千円を減額補正するもので、財源につきましては、その他の財源として介護報酬収入２千１

６５万６千円を減額補正するものです。 

続いて、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費の臨時福祉給付金事業につきまし

ては、申請者数の減によりまして２３８万８千円を減額補正するもので、財源につきましては、

国庫支出金を２３８万８千円減額補正、一般財源にて５万３千円を増額補正するものです。 

次に２目障害者自立支援費の障害者自立支援事業費につきまして、各障害者自立支援事業の利

用者数見込み変動によりまして、１千２０８万７千円を減額補正するもので、財源といたしまし

て、国庫支出金で８７６万７千円の減額。道支出金にて５８６万８千円の減額。一般財源にて５

９２万６千円を減額補正するものです。 

次に４目老人福祉費、介護老人保健施設きよさと指定管理委託事業につきましては、今年度の

老健運営委託料の実績見込みにより、１５７万１千円を減額補正するもので、財源といたしまし

て、その他の財源として１千７２６万円の減額。一般財源として１千５６８万９千円を増額補正

するものです。 

次に同じく老人福祉費、介護特会給付費繰出事業につきまして、給付費の増及びシステム改修

に伴いまして、１５６万９千円を補正するもので財源として、国庫支出金３千円。道支出金１千

円、一般財源にて１５６万５千円を補正するものです。 

次に同じく老人福祉費、ケアハウス建設工事基本設計業務委託事業につきましては、基本設計

委託業務委託契約による残額３０２万８千円を減額補正するもので、財源としては一般財源３０

２万８千円を減額補正するものです。次に５７ページをご覧いただきたいと思います。 

同じく老人福祉費、年金生活者支援臨時福祉給付金事業につきましては、今年、国の平成２７

年度補正予算に基づく施策の一環として低所得の高齢者等を支援するために本事業が実施される

こととなりました。この資料５８ページをご覧いただきたいと思います。本事業の実施要綱案で

す。この要綱は国の示しました要綱案に基づき制定する予定でありまして、事業の目的としては

第１条に１億総活躍社会実現に向け、賃金引き上げの恩恵が及びにくい低所得の高齢者を支援し、

平成２８年度前半の個人消費の下支えにも資するように実施する低所得の高齢者向けの年金生活

者等支援臨時福祉給付金事業について定められております。本事業の対象者と給付金額は、６３

ページをご覧ください。６３ページ、別記（第２条及び第８条関係）支給対象者に定められてお

りまして、支給対象者に１人に付き３万円を支給し、３万円を支給するとし、本年度行いました
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臨時福祉給付金事業の対象者の内、平成２８年度中に６５歳以上になるものについて支給するこ

ととなっております。それでは５７ページに戻っていただき、このことによりまして、今回本事

業に係る事務費及び事業費について１千８４８万７千円を補正し、財源としましては国庫支出金

１千８４８万４千円、一般財源にて３千円を補正するものです。 

次に２項児童福祉費、１目児童母子福祉費、児童手当支給事業につきましては、当初概算に見

込んでおりました対象児童より児童数が少なかったことから３７０万５千円を減額するもので、

財源としましては国庫支出金を１９９万円の減額、道支出金を６０万３千円の減額、一般財源１

１１万２千円を減額するものです。 

以上で福祉介護グループ所管分の説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 はい担当。 

 

○保健Ｇ総括主査 

 続きまして、保健グループ所管の補正予算についてご説明いたします。５７ページになります。

１点目、４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費ミニドック事業２００万円の減額は、今年度

の検診事業がすべて終了しましたので検診受診者数の実績によりまして、委託料を減額するもの

でございます。財源内訳は道支出金が５万７千円の増、その他財源が２４万５千円の増、一般財

源が２３０万とんで２千円の減となっております。 

２点目、同じく２目予防費予防接種事業１００万円の減額は、今年度の予防接種事業の実績見

込みから委託料を減額するものでございます。 

３点目、５目保健福祉総合センター費、保健センター管理事業２００万円の減額は、センター

施設の燃料Ａ重油の単価の変動による燃料費の不用額を減額するものでございます。特定財源の

その他財源３１８万２千円を減額、一般財源１１８万２千円の増額となっております。 

４点目、同じく５目保健福祉総合センター費、保健福祉総合センター冷房設備更新事業１１８

万２千円の減額は、冷房設備更新工事に係る入札執行残額を減額するものでございます。以上で

説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 課長。 

 

○保健福祉課長 

 ただ今説明申し上げました民生費、社会福祉費の年金生活者等支援臨時福祉給付金事業につき

ましては、全額繰越して、２８年度での執行ということで、費目として最終的に繰越明許費、繰

り越し明許事業ということで予定しております。北海道から得た情報によりますと、今年度には

補助申請それから補助指令ということが行われず、年が明けてからということで情報を得ており

ます。 

それで５８ページの要綱の下にあります第５条この低所得の高齢者向けの給付金にかかる町の

受付は、平成２８年５月１日からということで、とりあえず要綱としては５月スタートを謳って

おりますが、これにつきましても国の制度設計によって、要綱を改正しながら、なるべく早くス
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タートをしていきたい。国から２８年度事業補助申請を受けて、補助指令をするということを言

っております。４月１日からできれば良いですが、叶わないということで、こういった要綱にな

っているということでご理解いただきたいと思います。 

 

○前中委員長 

 各委員より何か質疑ございませんか。池下委員。 

 

○池下副委員長 

 ５６ページ、上から二段目、臨時福祉給付金申請による予算３０７万円ありまして減額が２３

８万とは、ほとんど使われていないのではないか、内訳はどうふうなことですか。 

 

○前中委員長 

 担当。 

 

○福祉介護Ｇ主幹 

 ほとんどが一人当たり６千円の事業費ということで、予算が組まれておりました。全体で８５

０名分予算をとりましたが、実績としましては４５１人の方、申請給付と４５１人の支給となり

ました。従来いろいろと広報チラシ折り込み等でまた民生委員さんとか力を得ながら、周知活動

に努めておりましたが、昨年の臨時福祉給付金と同じぐらいの概ね５０％強の給付で終了してお

ります。池下委員。 

 

○池下副委員長 

 これは、半数が申請してないというふうな捉え方ですけど、これ今後どういうふうなことを想

定して進めていこうとしているのか。それとも半分しかないから今後やめようと思っているのか、

その辺はどうですか。 

 

○前中委員長 

 課長。 

 

○保健福祉課長 

 この事業につきましては、消費税率の５％から８％アップということで、国が逆進性の緩和措

置として１０％に上がる際には抜本的な対策を打ちます。今言われているのは、軽減税率という

ことですけども、それまでのつなぎ８％ということで、補助事業として行っているものです。こ

れにつきましては、国の制度に沿って実施をしていきたいというふうに考えております。御指摘

の受給率が低いということにつきましては、広報活動、それから民生委員さん力を借りて、なか

なか理解の難しい介護認定を受けサービスを受けていらっしゃる方については、施設入所の方に

ついては施設の御支援をいただいて、在宅にいる方についてはホームヘルパーの支援をいただき

ながら広報等を行ってきたところであります。これについても制度が続く限りやっていきたいと

いう考えでございますので、ご理解をいただきたいと思います。 
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○前中委員長 

 河口委員。 

 

○河口委員 

 確かに申請という形なんですけども、反対にこの２３０万が上手く配付できて、それが何かの

購買につながれば、ここの町の施設の経済効果になるだろうと思いますんで、その辺はどういう

形が望ましいかは別として、広報活動は１つ大事なことになるかと。反面これがそのまま経済効

果につながることなんだろうと思いますので、どうして申請がないのかという理由をどこまで詰

められているのかが疑問。 

 

○前中委員長 

 課長。 

 

○保健福祉課長 

 国の補助事業であり単独事業ではありませんことはご理解いただきたいと思います。知らなか

ったということがないということで、できる限り周知活動をやってございます。６月広報折り込

みチラシで、まずこういった事業がありますよということを御案内しました。７月号の広報には

申請書を折り込む形でご案内し、８月１５日のお知らせ、９月１５日のお知らせ、１２月１日の

広報ということで都合５回広報等を使っての周知ということでありますし、先ほど申し上げまし

たようにいろんな組織の力を借りながら周知をしている。難しいということではあると思います

けれども、とりあえず相談をしてみてというような事でやらしていただいています。御理解をい

ただきたいと思います。 

 

○前中委員長 

 よろしいですか。他に何かあれば。それでは⑤平成２７年度清里町介護保険事業特別会計補正

予算第３号について、提案説明。課長。 

 

○保健福祉課長 

これにつきましても実行補正ということでございますんで、介護保険担当よりご説明申し上げ

ます。 

 

○福祉介護Ｇ主任 

 平成２７年度介護保険事業特別会計の補正予算について説明いたします。６５ページをお開き

願います。現在、現計予算額の合計が歳入歳出ともに、４億４千４５１万２千円でございますが、

８９９万９千円を減額し、４億３千５５１万３千円で補正後予算を計上しております。 

続きまして、６６ページをご覧ください。補正予算概要で事業内容を御説明します。総務費、

介護認定審査会費につきましては新規認定申請者の増により６万５千円をその他財源で計上して

おります。介護給付費、介護サービス等諸費、居宅介護サービス給付費につきましては４月から

１月審査分までの実績から２月３月審査分を推計し、居宅介護サービス給付費負担金の減、福祉

用具購入費、介護住宅改修費、居宅介護サービス計画給付費負担金の増を相殺し、マイナス７４
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２万円、４０万２千円を国庫支出金で、１６９万５千円道支出金でマイナス２０８万３千円、そ

の他でマイナス７１０万２千円、一般財源で８万８千円で計上しております。 

介護給付費、介護サービス等諸費地域密着型介護サービス給付費につきましては、４月から１

月審査分までの実績から２月３月審査分を推定し、１００万円を一般財源で計上しております。

保険給付費、介護サービス等諸費、施設介護サービス給付費につきましては、施設介護サービス

４月から１月審査分までの実績から２月３月審査分を推計し、その結果により２００万円を減額

し、国庫支出金３５万４千円、道支出金マイナス６２万６千円、その他でマイナス２１７万３千

円、一般財源で４４万８千円で計上しております。 

介護給付費、介護サービス等諸費、審査支払手数料につきましては、同じく４月から１月審査

分までの実績から残りの分の審査分を推計し、２万５千円を国庫支出金１万９千円、その他で６

千円計上しております。地域支援事業費、介護予防事業費につきましては、４月か１月までの実

績に基づき残りの分を推計し、あわせてマイナス２０万１千円をその他財源で計上しております。 

地域支援事業費、包括的支援事業費、任意事業費につきましてはこちらも同じく４月から１月

まで実績基づき、２月から３月を推計し成年後見制度利用見込減によりマイナス４８万６千円を、

国庫支出金マイナス２５万１千円、道支出金でマイナス１２万２千円その他でマイナス１１万３

千円で計上しております。以上で説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 各委員より質疑何かございませんか。よろしいですか。それでは平成２８年度一般会計当初予

算主要施策事業保健福祉課所管分について。説明願います。課長。 

 

○保健福祉課長 

 これにつきましても担当より随時説明したいと思います。 

 

○前中委員長 

 担当。 

 

○保育子育てＧ総括主査 

 保育子育てＧ事業として御説明いたします。６７ページをご覧ください。１款総務費、１項総

合戦略費、１目総合戦略費事業費につきまして、出産祝い金支給事業についての計上になります。

内容につきましては、清里町の次世代を担う子どもの誕生を祝するとともに子育てに要する経済

的負担の軽減を図るための支給となります。対象者は、清里町に出生した新生児で清里町に住所

を有するもの、支給額は５万円となります。事業費といたしましては、１７５万円を計上いたし

ます。 

次に同じく乳幼児紙オムツ用ごみ袋支給事業についての計上になります。内容といたしまして

は、乳児を養育する保護者に紙オムツ用のごみ袋を支給することにより、子育て家庭への経済負

担軽減と育児不安を抱える保護者の早期発見、早期支援に繋げていきます。対象児は０歳児から

２歳児未満児で支給時期としましては、新生児訪問時３～４ヶ月検診６～７ヶ月検診、１歳６ヶ

月健診の４回に分けて、直接支援センター職員が配布いたします。事業費といたしましては、２

０万４千円を計上いたします。保育子育てＧからは以上です。 
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○前中委員長 

 担当。 

 

○福祉介護Ｇ主幹 

 続いて、子育て支援保育料補助事業につきましては、中学生以下の児童第一子として勘定した

第２子以降の子どもが幼稚園及び保育所に入所されている保護者の費用負担を軽減するため、保

育料の２分の１をきよさと商品券で補助する費用７３５万３千円を計上し、財源といたしまして

は、一般財源にて計上しております。 

 

○保健Ｇ総括主査 

 続きまして、次の事業助成事業でございますが、人工授精や特定不妊治療に要する費用の一部

を助成することにより、経済的負担の軽減を図ることを目的としまして、特定不妊治療に対する

助成金を９０万円、人工受精に対する助成金を６０万円、合わせて１５０万円予算計上しており

ます。特定財源でございますが、１５０万円はその他となっていますが、基金の誤りです。大変

申しわけありませんが、訂正お願いいたします。子ども子育て基金繰入金となっております。 

 

○福祉介護Ｇ主幹 

 次に福祉医療従事者人材確保事業につきましては、今年度まで実施してまいりました要綱をさ

らに充実したものとするために改正し、新卒雇用者は１人に付き２万円を３万円に、継続して雇

用した場合は、翌年１万円を２万円に、さらに翌々年度も引き続き雇用した場合は新たに１万円

を補助するもので、事業費１６８万円を一般財源にて計上しております。 

次に、妊婦の歯科健診事業でございますが、妊娠期はホルモンの影響によって、齲歯や歯周疾

患を発症しやすくなるため、早期に発見し治療に結びつけ、妊婦の口腔衛生の状態を健全に保つ

ことにより、胎児の健全な発育を図ることを目的としまして、歯科検診業務委託料１３万７千円

を予算計上しております。 

次に、６８ページをお開き願います。３款民生費、１項社会福祉費、１目、社会福祉総務費に

つきまして、まず１つ目社会福祉協議会補助事業につきましては、社会福祉法人補助要綱に基づ

き、事務局社会福祉費活動専門員の人件費の全額及び事務局書記分の人件費の４分の３に係る費

用、総額８８３万６千円を一般財源で計上しております。 

次に難病者等通院交通費扶助事業につきましては、障害者や特定疾患者の経済的負担を軽減す

るために、通院通所に係る交通費の助成を行うもので、２００万円を一般財源にて計上しており

ます。 

次に、高齢者等の暖房費等支援事業につきましては、高齢者世帯、身体障害者世帯、知的障害

者世帯、精神障害者世帯に及びひとり親世帯の中での生活困窮者に対し、冬の生活に欠かせない

暖房費等の一部を助成することにより、生活の安定と福祉の向上を図ることを目的に対象世帯１

件に対し、１万円をきよさと商品券に交付するもので、２００万円を一般財源にて計上しており

ます。 

次に、高齢者等の除雪困難者に対する支援事業につきましては、高齢者等が冬期間の日常生活

を健全で安心して営むことができるよう、私道除雪が困難な箇所の除雪を行うもので５６万円を
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一般財源にて計上しております。 

続いて２目障害者自立支援費の障害者生活支援事業につきましては、地域社会における障害者

の総合的な支援対策を行うため、１億１千６２２万４千円を計上し、財源としましては国庫支出

金から５千８１２万９千円、道支出金から２千９０６万１千円。一般財源から２千９０３万３千

円にて計上しております。 

次に３目、６９ページ。福祉サービス事業費の福祉サービス事業につきましては、高齢者に対

する介護予防サービスや高齢者、障害者、難病者等に対して、各種在宅生活支援を実施するため

の費用として、５３５万５千円を計上し、財源につきましてはその他の財源。個人負担で８０万

４千円、一般財源で４５５万１千円にて計上しております。次に、福祉入浴事業経費補助事業に

つきましては、福祉入浴券に係る温泉入浴を利用料金の２分の１と温泉管理者に補助するもので、

１５２万３千円を一般財源にて計上しております。 

次に、４目老人福祉費、介護老人保健施設きよさと運営事業につきましては、指定管理者であ

る清里町社会福祉協議会に運営委託する費用３億２千２０万１千円を計上し、財源といたしまし

て、その他の財源、介護報酬収入と老健使用料で計上しております。続いて最後に、２目児童福

祉費、１目児童母子福祉費の児童手当支給事業につきましては、児童手当給付事業として国の制

度に則り、手当の支給を行うもので、６千２２万円を計上し、財源といたしまして国庫支出金で

４千１３３万６千円、道支出金で９４４万１千円、一般財源にて９４４万３千円を計上しており

ます。 

以上で福祉介護Ｇの所管分の説明を終わります。 

 

○前中委員長 

 次担当。 

 

○保育子育てＧ総括主査 

 ７０ページをご覧ください。３款民生費、２項児童福祉費、２目保育所費につきましては、清

里保育所冷暖房設置工事についての計上になります。事業の内容といたしましては、１～２歳児

の気温が高い時期の熱中症対策及び冬場の２歳児保育室の保温のため、４２万円を計上いたしま

す。 

款項目を同じくいたしまして、清里保育所の臨時保育士雇用事業を計上いたします。内容とい

たしまして、発達に問題を抱える子供の受け入れ及び配慮する子供の安全と適切な保育環境を整

えるための臨時保育士の保育士の雇用として２２９万６千円を計上いたします。 

同じく、清里保育所備品購入事業としまして保育所お遊戯室に空気清浄機を２台設置いたしま

す。内容といたしまして、全園児が集まる場所の空気の潤いとウイルス対策インフルエンザ対策

といたしまして１９万円を計上いたします。 

同じく、札弦保育所フェンス補修工事の計上になります。内容といたしまして、札弦保育所西

側フェンスの除雪による損傷部分圧雪除雪による損傷部分の補修ということで１７９万３千円を

計上いたします。 

また款項目を同じくいたしまして、札弦保育所備品購入事業です。保育所お遊戯室に空気清浄

機を２台設置いたします。同じく全園児が集まる場所の空気の潤いとウイルス対策インフルエン

ザ対策といたしまして、１９万を計上いたします。 
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次に３款２項を同じくしまして３目子育て支援センター費につきまして、子育て支援センター

冷暖房設備工事の計上になります。事業の内容としましては、夏期の暑さ対策と冬期の暖房の補

助としてエアコンを設置いたします。工事請負費としまして５３万円を計上いたします。 

同じく子育て支援センター備品購入費といたしまして、インフルエンザとウイルス対策のため

空気清浄器を設置するとともに防災カーテンの更新を行いたいと思います。１３万８千円を計上

いたします。 

 

○保健Ｇ総括主査 

 続きまして、保健Ｇ所管分につきまして説明させていただきます。７１ページになります。 

４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費２４時間電話健康相談サービス事業でござ

います。夜間休日の急病やけが救急要請や応急処置などの相談に、医師や看護師が２４時間電話

で助言をすることで安易な救急要請の抑制、町民の健康と安全安心な生活の確保を図ること目的

としております。２４時間電話健康相談サービス事業委託料として１１１万５千円を計上してお

ります。 

次に、同科目救急医療体制づくり事業でございます。町の救急医療体制整備のため、近隣の医

療機関との協力体制を確立するため、平成２３年度より実施しております継続事業で各町の一次

救急の整備状況、人口、救急搬送件数等により委託料、網走医師会で９２万３千円、斜里町国民

健康保険病院５７万３千円、小清水赤十字病院６３万８千円合計２１３万４千円を計上しており

ます。 

次に２目予防費でございます。各種検診事業につきましては、高血圧や高脂異常症、糖尿病な

どの生活習慣病を未然に防ぐための特定健康診査をはじめ、がんの早期発見と早期治療を図るた

めの各種がん検診やピロリ菌検査、肝炎ウイルス検査、脳ドック検診などと各種検査を実施いた

します。また、女性特有のがんであり、乳がんと子宮がん検診、さらにはエキノコックス症検査

などを実施いたします。これらの検診事業に係る所要額として１千１０９万７千円を計上してお

ります。特定財源の道補助金４７万５千円は健康増進事業補助金、その他財源。１４２万７千円

は、雑入、各種検診徴収金でございます。 

次に、予防接種事業につきましては、予防接種法に基づく定期接種と予防効果の高い任意のワ

クチン接種により、子供たちの健やかな成長と高齢者の健康維持を図ります。なお、４月から日

本脳炎が定期接種となりますと共に任意性主としてＢ型肝炎にかかる接種費用の２分の１を助成

を行います。この予防接種事業の所要額として１千７２３万５千円を計上しております。特定財

源の２０万円は、その他となっていますが、先ほどと同じで、こちらも資金の誤りです。申しわ

けありませんが訂正をお願いいたします。子ども子育て基金繰入金となっております。 

続きまして、７２ページをお開きください。予防費、母子保健事業につきましては、安心して

子供を生み育てる母子保健の推進のため、乳幼児健診、保健指導、両親学級等の開催と共に妊婦

健診にかかる費用助成等を行います。これらの所要額として、５３４万円を計上しております。

特定財源国庫支出金７千円及び道支出金７千円はともに子ども子育て支援交付金でございます。 

次に、心の健康づくり事業ですが、精神保健の講演会や臨床心理士による相談事業を実施する

ことにより、精神障害者やその他適応障害の早期発見を行い、心の健康の保持増進を図ることを

目的として報償金９万円を計上しております。 

続きまして、５目保健福祉総合センター費、保健福祉総合センター管理事業でございます。介
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護老人保健施設、診療所保健センターの３施設を複合した保健福祉総合センターの維持管理運営

を行う所要額を計上しており、過去の実績を基に３千２７９万５千円を計上しております。特定

財源のその他財源の２千２１６万２千円は、医師住宅使用料雑入の電気水道料及び燃料費等の収

入でございます 

次に、発電機設置事業でございます。停電時における介護保険施設と診療所の機能保持を図る

ため、また地域防災力の強化の推進のため、保健福祉総合センターに非常用発電設備を設置いた

します。設置工事費として、７千７００万円を計上しております。特定財源の地方債、６千６０

０万円は非常用発電整備事業債、機器１千１００万円は公共施設整備基金繰入金でございます。 

最後に、冷房設備更新事業でございます。保健福祉総合センターのマルチ冷房設備を年次ごと

に更新するもので、２８年度は、診療所の１台を更新いたします。あわせて、診療所の待合室と

事務所に冷房設備を設置いたします。工事請負費として１千６２９万円を計上しております。特

定財源の基金１千６２０万円は公共施設整備基金繰入金でございます。以上で説明を終わります。 

 

○保健福祉課長 

 以上で保健福祉課所管分の一般財源主要施策調べ説明でございますが、７３ページから以降に

つきましては、これら新たな要綱を持って執行する事業についての要綱規定でありまして、前回

の常任委員会で事業概要を説明させていただいたものです。本日は説明を省略させていただきた

いと思います。 

 

○前中委員長 

 一般会計当初予算ということでございました。前回の委員会でも、新規事業に関してはかなり

説明がありますんで、それ以外の項目で質疑を受けたと思いますんでよろしくお願いします。何

かございませんか。堀川委員。 

 

○堀川委員 

 ７２ページ発電に設置事業なんですけども、７千７００万円ですけども、これはあくまでも非

常時のために発電機を設置するということですか。それとも普段から発電をさせるということで

すか。 

 

○前中委員長 

 課長。 

 

○保健福祉課長 

 この事業につきましては、２６年度に設計という予算をいただきまして設定したものでござい

ます。その際に設計が上がったあとに事業概要を説明させていただきましたとおりのものという

ことで、これにつきましてはあくまでも非常用電源ということになります。災害等による停電時

に自動起動をするという形のものでありまして、診療所、老健保健センターの電源を賄いますが、

あくまでも非常用電源設備ということで、復電後は節電、といいますか、不要不急の電気は人手

で遮断をした上で、必要最低限の電源を確保しながら、燃料を数日間の支援に耐えられるように

というような構想のものでございます。 
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○前中委員長 

次行きます。平成２８年度清里町介護保険事業特別会計予算について。説明よろしくお願いし

ます。 

 

○福祉介護Ｇ主任 

 平成２８年度介護保険事業特別会計の当初予算について説明いたします。８４ページをお開き

願います。現在歳入歳出ともに合計４億３千７万１千円、予算案としております。 

続きまして８５ページをご覧ください。１款総務費につきましては、平成２８年８月からの制

度改正に伴うシステム改修委託料につきまして、３９５万４千円をその他財源で同額計上してお

ります。２款保険給付費につきましては、居宅介護サービス、地域密着型介護サービス、施設介

護サービス、審査支払手数料、高額介護サービス、高額医療合算介護サービス、特定入所者介護

サービスに係る費用として４億１千２５７万５千円を国庫支出金で１億８７万５千円、道支出金

で６千２０９万１千円、その他で１億６千７８１万７千円、一般財源で８千１７９万２千円で計

上しております。地域支援事業の主要政策につきましては、地域包括支援センター業務を社会福

祉協議会に委託する費用４９８万３千円を国庫支出金１８９万３千円、道支出金で９１万９千円、

その他で１０８万６千円、一般財源で１０８万５千円で計上しております。以上で説明を終わり

ます。 

 

○前中委員長 

 今提案説明がございました。各委員より質疑を賜りたいと思います。何かございませんか。よ

ろしいですか。無いようなので最後でありますけどもケアハウス建設工事基本設計についての提

案説明よろしくお願いいたします。課長。 

 

○保健福祉課長 

 ただいまケアハウス建設工事基本設計を委託により、実施しているところでございますけれど

も、設計事務所より配置についての検討資料の提出がありましたので、中間ということで御紹介

をしてまいりたいと思います。 

まず敷地について御説明したいと思いますが、最後の８９ページをお開きください。３筆が対

象の土地になります。ここ一番上の小さいのとＬ字型のようなクランクの部分と合わせて３筆合

わせて今回の敷地ということです。この写真でいきますと左上のここの部分、このグリーンのと

ころが、こども農園となっています。それから、下の四角のところまだ果樹の整備がされていな

いときの航空写真ですが、この辺に果樹が整備されているということです。それ以外の樹木も当

然あるわけです。ここに梨だとか栗だとか。 

この中に以前よりお話をさしていただいていますケアハウスをどう配置していくかという話が

ありました。８６ページご覧ください。大きく分けて５案提示がありました。具合的には敷地の

中で寄せたりしながらの話でありますけど、形として大きく５案の提示がありました。まずＡ案

でございますが、全居室が南向きで建物は東西に延びた配置です。これは床面積が小さく、建設

コストが抑えられているもので、子ども農園は移さないという前提で今考えております。果樹に

ついてはどうしても移動しなくちゃいけないということで、そのまま移動するということで、左
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上南西の部分ですけども、こども農園に続いて、果樹園という形で、一体に配置したものとなっ

ています。 

続きましてＢ案。居室を南東向き、斜里岳の方に向けた形での配置で、これも床面積が小さく

て、建設コストとしては抑えられているものです。子ども農園と果樹を一体的配置しているとい

うようなことです。ただこの敷地内におさめるために建物がクランクになっているということで

す。それから居室を若干小さくなった形のプランです。 

続きまして、Ｃ案です。これもＡ案に近い配置図で若干トータル床面積が大きくなっています

が、建物の中央にエレベーターが配置されています。それから正面の駐車場やその南側にありま

すこの辺に耐雪スペースがないという若干の懸念があります。 

続きまして、Ｄ案。これはＬ型の配置で、居室の南向きのもの、東向きなもの、西向きのもの

の３方向になっています。南北に延びると、廊下を挟んで西側向きと東側向き配置されていて、

廊下を共有するということで合理的ではありますけど、西向きの部屋は景観もよくなく、西日の

問題などもあります。こども農園と果樹が分断をされているんです。管理スペースも広いようで、

面積も３千４００平米を超え、建築コストが高くなっている。 

続いてＥ案。ロの字型の配置で、居室は全室南向きには配置されていますが景観には若干不安

がありますし、これは面積３千５００平米近いという大きなものになっています。以上５案の提

示がありましたけどもＢ・Ｄ・Ｅは居室の向きや床面積が大きくなるという課題がありますんで、

Ａ案とかＣ案のような全室南向きを基本として考えていってはどうかなということで、Ａ案とＣ

案について大きなものを持って来ております。８７ページからになります。 

まだ基本設計のまだまだ配置のたたき台でございます。子供農園には手をつけず、果樹園と一

体化して、南側には施設利用者さん、外来の方の駐車場。裏手には、職員駐車場、あるいは出入

りの業者さんでこちらから、バックヤードとなっておりますのでいろんな業務用の車、一番大き

いものとしては、タンクローリーということになるんではないかと思いますが、食材の搬入、ご

みの排出等ことが考えられます。２階、３階については、このプランの特徴は、２階に集会室を

設けている。みんなが集うようなデイルームは若干大き目、２階、３階以外の居室は全く同じパ

ターンとなります。 

続きまして８８ページ。これＣ案。これは、１階の居室の配置が玄関や共有管理施設を挟む形

で配置されています。概ねＡ案と同じ配置です。中央にエレベーターを配置して、２階、３階に

ついては洗濯室、リネン庫等は上にあります。２階、３階については主に居室ということでの配

置になっています。これについては、バックヤードへのアクセスがＡ案と違って西側ということ

になっています。基本的な考え方同じでございますが、いずれにしろやはり居室は南向きがいい

んではないかなということで考えています。若干まだ調整だとか具体的に居室のプランができま

せんと、なかなか解りにくいところですが、居室については一般的なケアハウスよりも、その間

口を広く明るくしたい間口を広く、奥行きを狭く視察でご覧になったところは、間口は狭くて奥

行きが深い長広い。これが敷地制約でいた仕方のないことですけども、このケアハウスについて

も敷地制約がある中で、なるべく間口は広くということで、たたき台としていただいているとい

うところです。コンセプトとしてはやはりそういうような形で、当然間口が広く明るくというこ

とで、たたき台として提示がありましたので南向きの部屋で考えたいということで検討している

ところであります。以上です。 

 



 

- 57 - 

○前中委員長 

 今、ケアハウス建設工事について、大きなたたき台というかプランというか説明がございまし

た。何か質疑。河口委員。 

 

○河口委員 

 向きについてはまあまあ南向きなんだろうと思っていますし、５０床と言う中では、２階、３

階と言う中では洗濯なんかは各階にあったほうがいいんだという気はするんですけれども。 

１つはここじゃないんですけれども、今保健センターの方に太陽光がありますよね。いっその

こと太陽光は移設して屋根の上に置くとかしないと、２階、３階の人のロケーションは非常に悪

いのではないだろうかと思います。思い切ってこういう形になるんだったら保健センターの太陽

光は屋上に持って行くということぐらいはちょっとそんな意見もあるというだけ。 

 

○前中委員長 

 担当課長。 

 

○保健福祉課長 

 そういったところへの配慮で、このＡ案は東側居室ということだと思いますけど、２階まであ

がれば問題ないと思いますけれど、確かに太陽光パネルは１階であれば、視界に入ってくるのか

なと。なるべく北側にセットバックして、配置の方も事務所の方はいろいろな配慮をしながらと

考えてくれています。太陽光パネルにつきましては、今御意見いただきましたので検討させてい

ただきたいと思います。 

 

○前中委員長 

 はい。全体を通して、保健福祉課所管の部分で質問はございませんか。なければ保健福祉課大

変ご苦労様でした。 

 

○前中委員長 

 ２．次回の委員会の開催について。局長。 

 

○議会事務局長 

 次回の委員会につきましては、未定でございます。 

 

○前中委員長 

 ３．その他、委員の方でその他ございませんでしょうか。 

 無ければ、事務局から。 

 

○議会事務局長 

 ございません。 
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  ●閉会の宣告 

 

○前中委員長 

 それでは、大変本日は長い時間御苦労さまでした。第３回産業福祉常任委員会を終わらせてい

ただきます。どうもご苦労様でした。 

 

（閉会 午後 ６時１０分） 

 


